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主な内容

　６月７日㈰、どろんこバレーボール大会が周布町の
休耕田で開催され、選手たちは泥まみれになりながら
も果敢にボールを追い、熱戦を繰り広げました。来年
以降は会場が使えなくなるため、今年が最後の大会と
いうこともあり、会場は大いに盛り上がりました。

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

平成２７年

なつかしの国 石見

平成２７年

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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　広浜鉄道今福線は、広島と浜田を結ぶ広浜
鉄道の島根県側のルートとして計画され、戦
前戦後の２度にわたり、建設工事が中止され
た未成線です。戦前に着工された路線を旧線、
戦後に着工された路線を新線と呼んでいます。
　旧線は昭和８年に着工されましたが、工事
がほぼ完成した昭和15年に太平洋戦争のため
中断されました。その後、昭和44年に旧線と
はまったく別の新線として工事が開始されま

した。新線は、旧線と比べて直線が多く、そ
の８割がトンネルとなる計画でした。しかし、
昭和55年に工事は凍結され、広浜鉄道今福線
はついに列車が走ることはなく、トンネルや
橋脚などの鉄道遺構が数十年の時をひっそり
と刻んできました。

問い合わせ先　本庁観光交流課交流企画係
（☎�９５３１）

私たちの周りには、その存在が当たり前で価値に気付かないお宝がたくさんあります。
そのお宝の１つ「幻の広浜鉄道今福線」を紹介します。

おろち泣き橋（佐野町：４ページ今福線マップ⑪）
現在は、市道として使われている。４連アーチ橋の下の
「ある場所」に立つと、川のせせらぎの音が反響して明
らかに音が大きくなるところがある。

幻の広浜鉄道今福線を
観光資源として活かそう

幻の広浜鉄道今福線
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シンポジウム
　今福線の価値について鉄道ライターが、産業遺産の活
用方策について産業観光の専門家が講演を行います。パ
ネルディスカッションでは、講師らと島根県技術士会今
福線研究分科会、地元自治会、地域の歴史紀行案内者な
どが今福線の活用方策について話し合います。
日時　８月８日㈯　午後１時30分～５時
場所　島根県立大学コンベンションホール
定員　200人
料金　無料
　
現地見学会
　今福線の遺構を巡る現地見学会を実施します。地元案
内人が点在する鉄道遺構を案内します。
日時　８月９日㈰　午前８時45分～午後２時30分
集合場所　ＪＲ浜田駅
定員　75人
※　希望者多数のため、キャンセル待ちとなっています。
料金　1，000円

　貴重な浜田の宝である今福線の魅力を皆さんに知っていただき、今福線の活用策
を考えるために「広浜鉄道今福線を活かすシンポジウム」を開催します。

　平成26年２月に島根県技術士会から鉄道遺構の保存
について要望を受けました。市は「利用することで資
源は守られる」との考えから、今福線を観光資源とし
て活用すべく、シンポジウムの開催を提案しました。
　そして、今福線を活用して観光振興や地域活性化に
つなげるために、平成26年９月に今福線沿線の地元自
治会や島根県立大学・島根県技術士会・浜田市商工会
議所・市の関係者が集まり、「広浜鉄道今福線を活か
すシンポジウム実行委員会」を発足し、今年８月のシ
ンポジウムの開催に向け、参加者に満足していただけ
るようなイベントとなるよう協議を重ねています。
　また、安全に遺構を訪れることができ、遺構の場所
や魅力を知ることができるよう実行委員会で方策を検
討し、市の事業として主な遺構への案内看板の設置や
景観を妨げる木を伐採し、訪れた人が安全で快適に遺
構を巡れるよう環境整備をしています。

　今まで一度も列車が走ることのなかった今福線。
これからも「列車」が走ることはないかもしれま
せん。しかし、地域の皆さんの今福線を知ってほ
しい、後世に遺したいという「思い」は走り出し
ています。
　今福線にしかないノスタルジックな雰囲気を味
わいながら、開通していれば走っていたであろう
列車を思い浮かべてロマンあふれる遺構巡りがで
きます。
　ぜひ、「幻の広浜鉄道今福線」にお越しいただき、
知る人ぞ知る「浜田のお宝」を体感してください。

今福線を観光資源として
活かすために…

「浜田のお宝」を体感してください
～地域の思いを乗せて走り出す今福線～

幻の鉄道遺産、今に復活
～　シンポジウムを開催　～
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下府駅

浜田東中学校

旧上府小学校

今福線（旧線） 国府公民館
宇野分館

石見公民館
宇津井分館

石見公民館
佐野分館

今福小学校

金城
スマートＩＣ

浜田東ＩＣ

至江津 至江津 至有福

今福線（新線）

江津道路

浜田自動車道

①ＪＲ下府駅
②上府第一トンネル
③有福第一トンネル
④今福第一トンネル
⑤橋脚群（橋脚３基・橋台２基）
⑥５連アーチ橋
⑦今福第三トンネル
⑧４連アーチ橋
⑨今福第四トンネルと１連アーチ橋
⑩今福第五トンネル
⑪おろち泣き橋（４連アーチ橋）
⑫第二下府川橋梁
⑬第一下府川橋梁
⑭４連アーチ橋
⑮下長屋トンネル
⑯今福橋梁

①

②
③

④
⑤

⑥
⑦
⑧
⑨

⑩

⑪

⑭⑫ ⑬ ⑮ ⑯
（立入禁止区間）

県道田所国府線 県道佐野波子
停車場線

県道浜田
八重可部線

下府川

至広島 凡例

今福線（新線）

今福線（旧線）

覚善寺 県道浜田
八重可部線家古屋川

今福線（新線）⑰丸原トンネル
⑱白角橋梁
⑲寺廻橋梁
⑳御神本トンネル
㉑御神本橋梁

⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑

（旭町丸原）

⑥５連アーチ橋（宇津井町）
現在は県道として使用。橋の下から眺めると、５連アー
チ橋奥の山側に擁壁を重ね合わせた構造であることが分
かる。

⑧４連アーチ橋（宇津井町）
土木学会選奨土木遺産に認定されている今福線アーチ橋
群の中でもシンボル的なアーチ橋。コンクリートアーチ
橋は、太平洋戦争による鉄不足の時代に多用された。

①ＪＲ下府駅の幻の３番線ホーム（下府町）
２番線ホームのさらに右側が、旧線の列車が到着するは
ずだった幻の３番線ホーム（写真右側）。

②上府第一トンネル（上府町）
以前は市道としてトンネル内を車が通行していたが、す
ぐ横に県道が開通してからは閉鎖された。

広浜鉄道今福線の遺構を紹介します ～　今福線マップ（略図）　～
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⑩今福第五トンネル（佐野町）
このトンネルの中には、横穴を掘ってＪＲ西日本の地震
計が設置してある。

⑰トンネル及び橋梁の工事現場
（旭町）

⑪おろち泣き橋工事現場（佐野町）

⑯今福橋梁（金城町）
下長屋トンネル（今福坑口側）から現在市道として使わ
れている路盤跡を東に300ｍ進んだ先に残された橋梁。

⑤橋脚群（宇津井町）
円形の橋脚は、流水の影響を少なくするためのもの。全
国的には舟形や小判形が多く、貴重な遺構。

⑮下長屋トンネル（金城町）
新線は、新幹線と直結する
主要幹線となるよう、でき
るだけ直線的に結ぶトンネ
ルを多用した鉄道として計
画。このトンネルも全長
1,633ｍで真っ直ぐに建設さ
れた。

建設当時の様子
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基本構想

基本計画

実施計画

【計画の構成と期間】
①基本構想　本市の将来像と、その実現に向けたまちづ

くりの基本理念・基本目標を定めます。
【目標年次】　平成37年度（10年後）

②基本計画　基本構想を実現するための基本的なまちづ
くりの政策（大綱）を定め、各分野及び各
自治区の施策や目標を示します。
【計画期間】　前期　平成28～33年度

（６年間）
後期　平成34～37年度

（４年間）
③実施計画　具体的な事業や取組については、施政方針

（「元気な浜田」をつくるためのロードマッ
プ）や中期財政計画と連動しながら実施し
ます。
【計画期間】　３か年程度

総合振興計画審議会の様子

年度
計画

H28
（2016）

H29
（2017）

H30
（2018）

H31
（2019）

H32
（2020）

H33
（2021）

H34
（2022）

H35
（2023）

H36
（2024）

H37
（2025）

市長任期

基本構想 将来像の目標年次（おおむね10年後）

基本計画 前期基本計画（６年） 後期基本計画（４年）
※　以降は４年で推移

実施計画
実施計画 （３年）毎年ローリング

　今後の市政運営の基本方針となる浜田市の最上位計画で、「基本構想」
「基本計画」「実施計画」で構成します。

　

市
で
は
今
年
度
、
新
た
な
「
浜
田
市
総
合
振
興
計
画
」
と
国
の

地
方
創
生
に
よ
る
「
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
各
種
団
体
や
公
募
委
員
な
ど
で
構
成
す
る
浜
田
市

総
合
振
興
計
画
審
議
会
（
委
員
25
人
）
を
設
置
し
、
計
画
案
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
案
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
第
一
弾
と
し

て
、
元
気
な
浜
田
づ
く
り
市
民
委
員
会
（
通
称
：
１
０
０
人
委
員

会
）
を
５
月
12
日
㈫
・
16
日
㈯
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
、
市
議
会
・
地
域
協
議
会
の
皆
さ

ん
か
ら
も
意
見
を
い
た
だ
き
、
今
年
12
月
の
策
定
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

審
議
会
の
開
催
状
況
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
政
策
企
画
課
企
画
係
（
☎
�
９
２
０
０
）

新
た
な
「
浜
田
市
総
合
振
興
計
画
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
す

総合振興計画とは



7　　　広報はまだ：平成27年７月号

総合振興計画審議会の開催状況
【第１回】
日時　　　４月30日㈭　午後２時～３時15分
場所　　　浜田公民館１階研修室
出席委員　21人（４人欠席）
内容　　　１．会長・副会長の選出

会　長：林　秀司さん
副会長：田中恭子さん

２．諮問
３．説明

⑴　浜田市総合振興計画策定方針について
⑵　策定スケジュールについて
⑶　まち・ひと・しごと創生浜田市総合戦

略について
⑷　「元気な浜田」をつくるためのロード

マップについて
⑸　浜田市の概況について
⑹　元気な浜田づくり市民委員会について

【第２回】
日時　　　５月21日㈭　午後２時～４時
場所　　　市役所４階講堂
出席委員　21人（４人欠席）
内容　　　１．元気な浜田づくり市民委員会の開催結果

について（速報）
２．意見交換

⑴　総合振興計画の名称について
⑵　総合振興計画に掲げる将来像について
⑶　総合振興計画の構成について
⑷　総合振興計画の進捗管理方法について
⑸　目標・指標値について
⑹　施策・事業について

　５月12日㈫・16日㈯の２日間にわたり、市役所
講堂で元気な浜田づくり市民委員会（100人委員
会）を開催しました。
　当日は、分野別のグループに分かれ、「こんな
浜田市に住みたい」という参加者の皆さんの考え
や想いを意見交換しながら、「必要なこと、取り
組むべきこと」を話し合いました。また、各グルー
プで話し合われた内容を発表し、お互いの考えを
共有しました。
　100人委員会で出た意見は、集約の上、総合振
興計画に盛り込んでいきます。

総合振興計画審議会委員
任期　平成27年４月30日～平成28年３月31日

（６月10日現在・敬称略・順不同）
氏名 推薦団体など・職名

◎林　　秀司 島根県立大学教授
○田中　恭子 島根県立大学准教授
西井久美子 浜田人権擁護委員協議会会長
藤本　孝男 浜田市教育委員会教育委員
岩谷百合雄 浜田商工会議所会頭
槇岡　正明 石央商工会会長
来原　明宏 浜田金融会（山陰合同銀行浜田支店長）
大谷　克雄 浜田市社会福祉協議会会長
佐々木重盛 島根県農業協同組合いわみ中央地区本部企画総務部長
一法師康裕 石央森林組合総務課長
築谷　允行 漁業協同組合ＪＦしまね浜田支所長
中村　洋平 浜田青年会議所理事長
長松美千子 浜田女性ネットワーク事務局長
須堯　亜衣 連合浜田地区会議
村井栄美子 浜田自治区地域協議会副会長
小野　豊子 金城自治区地域協議会委員
馬場真由美 旭自治区地域協議会委員
栗栖　一雄 弥栄自治区地域協議会会長
木村　正行 三隅自治区地域協議会委員
花田　　香 ＮＰＯ法人浜田おやこ劇場理事長
柿元　信次 Ｉターン者
山岡　鉄兵 浜田ライフセービングクラブ理事長
佐々木玲慈 公募委員
玉置　悦子 公募委員
佐々木大輔 公募委員

◎は会長、○は副会長

元気な浜田づくり市民委員会（100人委員会）の皆さん

元気な浜田づくり市民委員会
　　　　（100人委員会）を開催しました！



広報はまだ：平成27年７月号　　　 8

の上に立体的かつ巨大な作品を作り上げます。作
品数が100体以上になるときもあります。自分の
好きな映画をテーマとした砂像を見たら、すごく
うれしいです。
　私は、写真撮影が好きで、砂像を鑑賞して、そ
こに表現されたストーリーを想像しながら、たく
さん写真を撮りました。夕方になると、砂像は美
しい夕日とあいまって、また違う風景になります。
運がいいときは、きれいな貝殻も拾えます。老若
男女問わず、心身ともに癒される場所です。
　昔から、海が大好きで、海の近くで生活してい
る人は幸せだとずっと思っています。浜田に来て、
浜田の海辺を歩いて、魚を食べて、潮風や磯の香
りを感じて、また１つの幸せに出会えたなと、感
謝の気持ちでいっぱいです。皆さんは、海辺にあ
る幸せを常に感じていますか？

　日本では７月に海の日がありますね。私の故郷
威
い

海
か い

は浜田と同じく海の町です。海のことを思う
と、たくさんの楽しい思い出がよみがえります。
　威海は北、東、南の三方を海に囲まれ、海洋性
気候の影響で避暑地でもあり、夏になると、たく
さんの観光客が訪れます。
　北に威海国際海水浴場があり、観光客の年平均
来場者数は約100万人です。海水がきれいで、砂
も細く、海辺を散歩すると、とても気持ちがいい
です。近くの飲食店もにぎやかで、そこでは人々
がビールを飲んだり、バーベキューをしたり、海
の幸を堪能したりしています。
　海水浴場の東に威海公園があり、総延長3，200
メートルで、中国最大の海浜公園の１つでもあり
ます。朝、犬の散歩をする人や、夕食の後、集まっ
て踊る人もよく見かけます。公園のどこにいても、
美しい景色が１枚１枚の絵のように目に焼き付き
ます。
　そして、近年、私にとって夏の楽しみの１つは、
南にある威海南海公園の砂像文化芸術祭です。「世
界文化奇観｣ とか、「幸福な威海」とか、「国内外
の映画文化」とか、毎年テーマが変わります。彫
刻家たちは、丁寧に細かい作業を行って、ビーチ

　

６
月
７
日
㈰
、
浜
田
市
総
合
防
災
訓
練
を
弥

栄
町
長
安
本
郷
「
イ
ベ
ン
ト
広
場
」
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
水
害
・
土
砂
災
害
に
対
す
る
防

災
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
、
防
災
関
係
機
関

や
各
種
団
体
、
弥
栄
小
学
校
の
児
童
や
地
域
住

民
な
ど
25
団
体
総
勢
約
７
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
消
防
団
員
・
自
主
防
災
組
織
が
児

童
や
地
域
住
民
を
安
全
な
場
所
に
誘
導
す
る
避

難
誘
導
訓
練
、
消
防
署
員
に
よ
る
川
の
中
州
や

水
没
建
物
か
ら
の
救
出
訓
練
、
消
防
団
に
よ
る

３
種
類
の
水
防
工
法
訓
練
な
ど
、
本
番
さ
な
が

ら
に
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
日
本
各
地
で
大
雨
に

よ
る
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
災
害
は
、
い

つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
、
避

難
場
所
や
経
路
の
確
認
と
、
地
域
で
の
相
互
連

携
の
確
認
を
行
い
、
万
一
の
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安
全
係

（
☎
�
９
１
２
２
）

海辺にある幸せ
浜田市国際交流員　董

と う

　茜
せ ん

　

大
雨
・
土
砂
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う

～
浜
田
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
～
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(t-CO₂)
15,000

二酸化炭素排出量

H22

10,000

5,000

0
H25 H26（年度）

　「浜田地区広域行政組合において浜田市の条例を
準用する条例」第１条第２号（情報公開に関する事
項）及び同条第３号（個人情報保護に関する事項）
の規定に基づき、平成26年度の各制度の運用状況を
公表します。

問い合わせ先　浜田地区広域行政組合総務課総務係
（☎０８５５�５０８２）

　平成24年３月に策定した「浜田地区広域行政組合
地球温暖化対策実行計画」により、自らの事務及び
事業に関して温室効果ガス排出削減などの取組を推
進しています。
計画期間　平成24年度～28年度
対象とする温室効果ガス　二酸化炭素（ＣＯ₂）
削減目標　二酸化炭素排出量を、平成28年度までに

平成22年度（基準年度）比で６％削減

　平成26年度の温室効果ガス排出量と実行計画の進
捗状況を公表します。なお、表の数値は、使用した
燃料を二酸化炭素排出量に換算したものです。

問い合わせ先　浜田地区広域行政組合総務課業務係
（☎０８５５�５０８１）

１　情報公開制度の運用状況
⑴　開示請求　なし

２　個人情報保護制度の運用状況
⑴　開示請求 （単位：件）

請求件数
決定区分

取下げ
全部開示 部分開示 不開示

9 9 － － －

⑵　訂正請求・利用停止請求　なし

二酸化炭素排出量の推移 （単位：t-CO₂）
平成22年度
(基準年度) 平成25年度 平成26年度

二酸化炭素
排出量 10，694.20 11，301.88 9，754.99

基準年度と
の増減(％) － 5.68 △ 8.78

※　比較のため、二酸化炭素排出係数は、平成22年度（基
準年度）の係数を使用しています。

※　可燃ごみ焼却に伴う排出量を含みます。

　

５
月
17
日
㈰
、
東
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
で

第
４
回
浜
田
消
防
隊
消
防
操
法
訓
練
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
浜
田
消
防
隊

の
14
分
団
が
出
場
し
、
小
型
ポ
ン
プ
を
使
用

し
た
放
水
要
領
の
正
確
さ
と
迅
速
さ
を
競
い

ま
し
た
。

大
会
結
果

優
勝　
　
　

長
浜
分
団

第
２
位　
　

久
代
分
団

第
３
位　
　

隊
本
部
分
団

　

優
勝
し
た
長
浜
分
団
は
、
８
月
９
日
㈰
に

益
田
市
で
開
催
さ
れ
る
第
59
回
島
根
県
消
防

操
法
大
会
に
、
金
城
消
防
隊
今
福
分
団
と
共

に
出
場
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
警
防
課
消
防
団
係

（
☎
�
０
１
１
９
）

消防操法訓練大会の様子

広域圏だより
浜田市・江津市

浜田地区広域行政組合

広域行政組合の情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況

広域行政組合の温室効果ガス抑制実行計画進捗状況

第
４
回
浜
田
消
防
隊

消
防
操
法
訓
練
大
会
の
結
果
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

浜
田
美
都
線

旧杵束
小学校

弥栄旭インター線
至金城

至浜田

至三
隅

杵束郵便局

売却物件売却物件 位置図

旧杵束
小学校

老人ホーム
弥栄苑
老人ホーム
弥栄苑

至三隅至三隅

黒沢
安城
浜田
線

黒沢
安城
浜田
線

　

犯
罪
防
止
や
犯
罪
意
識
の
向
上

を
呼
び
掛
け
る
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
県
内
に
在
住
・
在
学

又
は
在
勤
し
て
い
る
人

応
募
区
分

①
小
学
生
の
部

②
中
学
生
の
部

③
高
校
生
及
び
一
般
の
部

応
募
の
決
ま
り

・
四
つ
切
画
用
紙
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

・
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
点
数
は
各
自
３
点
ま
で
と

し
ま
す
。

・
作
品
の
裏
面
に
応
募
票
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
（
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）。

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/bousai_info/bousai/
bohan/anzenansin/m

achi_
dukuri/

応
募
締
切
日　
９
月
４
日
㈮

応
募
方
法　
郵
送
又
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
先　
県
環
境
生
活
総
務
課
消

費
と
く
ら
し
の
安
全
室
【
〒
６

９
０
‐
０
８
８
７　

松
江
市
殿

町
８
番
地
３　

島
根
県
市
町
村

振
興
セ
ン
タ
ー
５
階
】

※　

最
寄
り
の
警
察
署
の
生
活
安

全
課
・
山
陰
中
央
新
報
社
の
支

局
・
販
売
店
な
ど
で
も
応
募
を

受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

浜
田
市
か
ら
の
応
募
作
品
に

つ
い
て
は
、
10
月
26
日
㈪
に
実

施
予
定
の
浜
田
市
安
全
安
心
ま

ち
づ
く
り
推
進
大
会
の
会
場（
会

場
未
定
）
で
掲
示
し
ま
す
。

　

７
月
11
日
㈯
か
ら
25
日
㈯
ま
で

「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

夏
季
の
行
楽
な
ど
に
よ
る
交
通

量
の
増
加
、
夏
特
有
の
解
放
感
や

暑
さ
か
ら
く
る
疲
れ
な
ど
に
よ
り
、

交
通
事
故
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実

践
し
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で

安
心
な
浜
田
市
の
実
現
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
過
労
・
脇
見
運
転
の
防
止

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

市
で
は
、
昭
和
58
年
７
月
20
日

か
ら
23
日
に
か
け
て
未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
た
「
山
陰
豪
雨
災

害
」
の
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

子
々
孫
々
に
伝
え
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
毎

年
７
月
23
日
を「
市
民
防
災
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
防
災
の
日
に
は
、
防
災
行

政
無
線
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ

た
人
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

実
施
日　
７
月
23
日
㈭

放
送
開
始
時
刻

浜
田
・
金
城
・
旭
・
弥
栄

午
後
０
時
５
分
頃

三
隅午

前
７
時
頃

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

日
時　
７
月
23
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室

参
加
予
定
機
関　
松
江
地
方
法
務

局
・
浜
田
河
川
国
道
事
務
所
・

島
根
県
・
浜
田
市
・
浜
田
年
金

事
務
所
・
弁
護
士
・
司
法
書
士
・

行
政
書
士
・
行
政
相
談
委
員
・

島
根
行
政
評
価
事
務
所

※　

弁
護
士
へ
の
相
談
は
、
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。
７
月
９

日
㈭
午
前
８
時
30
分
か
ら
予
約

を
受
け
付
け
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相

談
課

（
☎
０
８
５
２
�
３
６
３
０
）

　

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
次
の
市
有
財
産
の
売
却
を
行
い

ま
す
。

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

「
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
」
啓
発
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
ま
す

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

７
月
23
日
は

「
市
民
防
災
の
日
」
で
す

生
活
・
環
境

浜
田
合
同
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

入
札
参
加
申
込
期
間

７
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮
必
着

入
札
日
時

８
月
18
日
㈫　

午
前
10
時

入
札
会
場

市
役
所
弥
栄
支
所
第
１
会
議
室

参
加
資
格

⑴　

申
請
者
（
入
札
参
加
者
）
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
個

人
又
は
法
人
と
し
ま
す
。

※　

２
人
以
上
の
連
名
（
共
有
）

で
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

⑵　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

①
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

②
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
４
に
規
定
す
る
制
限
を
受

け
る
人

③
地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
３

の
規
定
に
該
当
す
る
人

④
役
員
な
ど
（
入
札
参
加
者
が
個

人
で
あ
る
場
合
は
そ
の
人
、
入

札
参
加
者
が
法
人
で
あ
る
場
合

は
役
員
又
は
支
店
・
事
務
所
の

代
表
者
）
が
暴
力
団
対
策
法
第

２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
で
あ
る
人

⑤
暴
力
団
な
ど
が
経
営
に
実
質
的

に
関
与
し
て
い
る
人

⑥
役
員
な
ど
が
自
己
・
自
社
又
は

第
三
者
の
不
正
の
利
益
を
図
る

目
的
や
、
第
三
者
に
損
害
を
加

え
る
目
的
で
、
暴
力
団
な
ど
を

利
用
し
て
い
る
人

⑦
役
員
な
ど
が
暴
力
団
な
ど
に
対

し
て
資
金
を
供
給
し
た
り
便
宜

を
供
与
し
た
り
す
る
な
ど
、
直

接
的
あ
る
い
は
積
極
的
に
暴
力

団
の
維
持
・
運
営
に
協
力
し
、

又
は
関
与
し
て
い
る
人

⑧
役
員
な
ど
が
、
暴
力
団
な
ど
と

社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関

係
を
有
し
て
い
る
人

留
意
事
項

・
入
札
事
前
説
明
会
は
行
い
ま
せ

ん
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
現
状
有
姿
に
よ
る
売
却
と
な
り

ま
す
。
売
却
物
件
の
事
前
確
認

は
、
入
札
参
加
者
の
責
任
に
お

い
て
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必

ず
申
込
期
間
内
に
入
札
参
加
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
参
加
申
込
書
・
入
札
参
加

に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
・
そ

の
ほ
か
入
札
参
加
に
必
要
な
用

紙
は
本
庁
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

物
件
に
関
す
る
こ
と

・
本
庁
行
財
政
改
革
推
進
課
管
財

係
（
☎
�
９
１
４
０
）

・
弥
栄
支
所
防
災
自
治
課

（
☎
�
２
１
１
１
）

入
札
に
関
す
る
こ
と

・
本
庁
総
務
課
入
札
管
理
係

（
☎
�
９
１
４
１
）

　

ご
み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を

目
的
と
し
て
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
廃
食
用
油
（
使
用
済
み
油
）
を

回
収
し
て
い
ま
す
。

　

廃
食
用
油
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
な
ど
と
し
て
再
生
し
、

再
利
用
さ
れ
ま
す
。

回
収
タ
ン
ク
設
置
場
所

浜
田　
市
役
所
東
分
庁
舎
側
駐
車

場
内
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横

金
城　
金
城
支
所
駐
車
場
内
古
紙

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
横

旭　
　

旭
支
所
山
村
開
発
旭
セ
ン

タ
ー
横

弥
栄　
弥
栄
支
所
イ
ベ
ン
ト
広
場

公
用
車
車
庫
横

三
隅　
三
隅
支
所
ひ
ゃ
こ
る
バ
ス

待
合
所
横

持
込
方
法　
で
き
る
だ
け
天
か
す

な
ど
は
取
り
除
い
て
、
回
収
場

所
に
設
置
し
て
あ
る
タ
ン
ク
に

投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

植
物
性
の
食
用
油
に
限
り
ま

す
。
ラ
ー
ド
な
ど
の
動
物
性
や

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
・
灯
油
な
ど

の
石
油
類
は
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

物件番号
物件名 所在地 地番 地目 地積 最低売却

価格

H27-1
旧教職員住宅 
（その１）

弥栄町 
木都賀

イ821番19 宅地 398.42㎡

1，845，000円
木造亜鉛メッキ鋼板葺
平家建（昭和63年建築）
家屋番号：イ821番19　
用途：居宅

60.00㎡

H27-2 
旧教職員住宅 
（その２）

弥栄町 
木都賀

イ821番20 宅地 387.32㎡

1，544，000円
木造亜鉛メッキ鋼板葺
平家建（昭和61年建築）
家屋番号：イ821番20
用途：居宅

60.00㎡

７月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
１ 水 浅井町４～６
２ 木 浅井町１～３、黒川町１・２
３ 金 黒川町３～７
６ 月 相生町1～３
７ 火 相生町３・４、竹迫町
８ 水 杉戸町、笠柄町
９ 木 熱田町６～10
10 金 熱田町11～13
13 月 熱田町14、内田町
14 火 長浜町１～８
15 水 日脚町２～６・８・９、周布町
16 木 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
17 金 唐鐘１～９
21 火 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
22 水 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
23 木 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
24 金 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
27 月 殿町１～５、田町２～５
28 火 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
29 水 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
30 木 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
31 金 蛭子町、栄町、片庭町
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの連絡で
土曜日に実施することがあります。

（本庁環境課くらしと環境係）

廃
食
用
油
を
回
収
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

資
源
ご
み
の
分
別
排
出
と
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
の
た
め
、
資
源
ご
み

の
無
料
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

回
収
品
目

か
ん
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
市
役
所

各
支
所

持
込
方
法　
中
を
軽
く
す
す
い
で

く
だ
さ
い
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

本
体
・
ラ
ベ
ル
・
キ
ャ
ッ
プ
に

分
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
８
月
分
の
電
気
使
用
量
が
前

年
同
月
に
比
べ
９
％
以
上
削
減
で

き
た
家
庭
に
景
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

熱
中
症
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
な
が
ら
、
各
家
庭
で
工

夫
し
な
が
ら
節
電
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。

対
象　
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
人

・
浜
田
市
民
で
、
家
庭
の
電
気
使

用
者
と
な
っ
て
い
る
人

・
８
月
分
の
電
気
使
用
量
を
、
前

年
同
月
と
比
べ
て
９
％
以
上
削

減
し
た
人

※　

ど
ち
ら
の
使
用
料
も
電
気
使

用
量
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

対
象
検
針
票　
電
気
使
用
量
の
８

月
分
と
し
て
請
求
さ
れ
た
も
の

申
請
期
間

９
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

募
集
人
数　
先
着
20
人

景
品　
ペ
ッ
ト
プ
ラ
用
ご
み
袋

（
家
庭
用
１
ロ
ー
ル
）

申
請
方
法　
８
月
分
の
電
気
使
用

量
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー

不
可
）。

※　

電
気
使
用
者
と
同
一
世
帯
の

代
理
人
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

※　

削
減
率
は
、
あ
ら
か
じ
め
計

算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
本
庁
環
境
課
及
び
各
支

所
市
民
福
祉
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
内　

は
ま
だ
エ
コ

ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

子
ど
も
た
ち
の
「
身
近
な
環
境

に
つ
い
て
、
知
り
た
い
、
学
び
た

い
、
や
っ
て
み
た
い
」
を
応
援
し

ま
す
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
っ
て
？

　

自
然
観
察
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
が
興
味
・
関
心
の
あ
る
環
境

活
動
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
取

り
組
む
ク
ラ
ブ
で
す
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
に
な
る
と
、

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す

自
分
た
ち
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ

　

活
動
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
、
多
く
の
人
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
内
容

に
つ
い
て
は
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
な
ど
専
門
の
先
生
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

役
立
つ
ツ
ー
ル
が
も
ら
え
る

　

活
動
の
記
録
に
役
立
つ
メ
ン
バ

ー
手
帳
や
、
ほ
か
の
ク
ラ
ブ
の
様

子
な
ど
を
掲
載
し
た
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
な
ど
が
も
ら
え
ま
す
。

ア
ー
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
ろ
う

　

報
告
す
る
と
も
ら
え
る
「
ア
ー

ス
ス
タ
ン
プ
」を
５
個
集
め
る
と
、

ア
ー
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
認
定
証
が
も

ら
え
ま
す
。

活
動
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
？

①
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
に
登
録

（
登
録
料
・
年
会
費
無
料
）

　

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
（
３
歳

～
18
歳
）
と
、
活
動
を
支
え
る
大

人
（
20
歳
以
上
）
を
集
め
、
登
録

し
ま
す
。
登
録
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
登
録
す
る
か
、
地
方
事
務

局
に
登
録
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
メ
ン
バ
ー
１
人
か
ら
で
も

登
録
で
き
ま
す
。
登
録
し
た
メ
ン

バ
ー
は
自
動
的
に
、
賠
償
責
任
保

険
に
加
入
し
ま
す
。

②
活
動
ス
タ
ー
ト

　

身
近
に
で
き
る
、
自
分
た
ち
が

興
味
の
あ
る
環
境
活
動
に
自
由
に

取
り
組
み
ま
す
。
ほ
か
の
ク
ラ
ブ

の
活
動
を
参
考
に
す
る
の
も
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
活
動
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
て

い
ま
す
）。

③
報
告
す
る
（
報
告
す
る
・
し
な

い
は
自
由
で
す
。）

　

報
告
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
地

方
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.j-ecoclub.jp/

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
内　

こ
ど
も
エ
コ

ク
ラ
ブ
地
方
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
）

【
浜
田
土
建
㈱
募
集
分
】

募
集
期
間

７
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮

募
集
住
宅

市
営
住
宅

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

抽
選
日　
７
月
下
旬

入
居
時
期　
８
月
初
旬

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w
w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

【
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
募
集
分
】

募
集
期
間

７
月
17
日
㈮
～
31
日
㈮

募
集
住
宅

市
営
住
宅

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
源
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

省
エ
ネ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

節
電
く
ら
ぶ
活
動
を
実
施

し
ま
す

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」

参
加
ク
ラ
ブ
を
募
集
し
て

い
ま
す

住
宅

公
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

県
営
住
宅

浜
田
漁
民
（
港
町
）・
黒
川
（
黒

川
町
）・
笠
柄
（
笠
柄
町
）・
石

原
（
高
齢
者
障
が
い
者
優
先
住

宅
・
熱
田
町
）・
片
庭
（
片
庭
町
）

※　

こ
の
ほ
か
の
住
宅
も
募
集
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

抽
選
日　
８
月
下
旬

入
居
時
期　
９
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w
w
.shim

ane-jkk.
jp/chintai/

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で

の
間
に
入
居
の
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

建
物
を
建
て
よ
う
と
す
る
場
合

に
、
建
築
確
認
申
請
の
手
続
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
。

　

都
市
計
画
区
域
内
で
、
建
物
を

建
て
る
（
10
㎡
以
下
の
増
改
築
を

除
く
。）
と
き
は
、
建
築
基
準
法
に

よ
り
工
事
に
着
手
す
る
前
に
「
建

築
確
認
申
請
書
」
を
提
出
し
、
確

認
済
証
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
手
続
は
、
都
市
計
画
区
域

外
の
一
定
規
模
以
上
な
ど
の
建
物

や
、
準
防
火
地
域
内
の
10
㎡
以
下

の
建
物
で
も
必
要
で
す
。

　

住
宅
な
ど
を
新
築
し
、
完
了
検

査
を
受
け
た
後
に
、
こ
れ
に
附
属

し
た
簡
易
な
物
置
や
物
干
場
を
建

て
る
場
合
も
、
同
様
な
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

手
続
を
し
な
い
で
工
事
を
す
る

と
、
建
築
基
準
法
違
反
と
な
り
、

是
正
の
指
導
や
命
令
な
ど
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

建
築
工
事
届
の
提
出
が
必
要
で
す

　

10
㎡
を
超
え
る
建
物
を
新
築
・

増
築
・
改
築
・
移
転
す
る
場
合
に

は
、
都
市
計
画
区
域
外
の
建
物
で

も
、
建
築
工
事
届
の
提
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
２
）

　

市
で
は
、使
用
予
定
の
な
い「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に

情
報
提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
地
図
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係
（
☎
�
９
２
０
０
）

　

今
年
９
月
14
日
は
、
三
浦
義
武

氏
が
缶
コ
ー
ヒ
ー
「
ミ
ラ
・
コ
ー

ヒ
ー
」
を
販
売
し
て
50
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

こ
の
節
目
の
年
に
、
彼
の
人
物

像
や
コ
ー
ヒ
ー
業
界
の
発
展
に
及

ぼ
し
た
功
績
に
光
を
あ
て
る
と
と

も
に
、
浜
田
の
地
か
ら
「
コ
ー
ヒ

ー
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
９
月

12
日
㈯
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
13
日
㈰
に
は
三
浦
義
武
ゆ
か

り
の
地
を
巡
る
現
地
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　
９
月
12
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場
所　
島
根
県
立
大
学
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

定
員　
先
着
２
０
０
人

料
金　
１
、
０
０
０
円

（
コ
ー
ヒ
ー
・
お
土
産
付
き
）

現
地
見
学
会

日
時　
９
月
13
日
㈰

午
前
８
時
45
分
～
午
後
２
時

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
浜
田
駅

定
員　
先
着
60
人

料
金　
１
、
５
０
０
円

（
昼
食
代
・
コ
ー
ヒ
ー
代
含
む
）

※　

歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

共
通

申
込
締
切
日　
８
月
７
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
チ
ラ

シ
に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
「
し
ま
ね
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
（
浜
田
市
）」
か
ら
の
申
込

み
も
で
き
ま
す
。

※　

参
加
申
込
書
は
、
本
庁
観
光

交
流
課
・
浜
田
市
観
光
協
会
・

市
内
の
道
の
駅
・
各
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。

し
ま
ね
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（
浜

田
市
）

https://s-kantan.com
/city-

ham
ada-shim

ane-u/

※　
「
し
ま
ね
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
（
浜
田
市
）」
内
の
検
索
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
「
浜
田
で
コ
ー

ヒ
ー
を
楽
し
む
会
」
を
検
索
の

上
、
利
用
者
登
録
せ
ず
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
観
光
交
流
課
内　

浜
田
で

コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
会
実
行
委

員
会
事
務
局
（
☎
�
９
５
３
１
・

▢FAX
�
４
０
４
０
）

三浦義武　（1901―1980）

※　このような簡易な物干場
などでも前記の条件であれ
ば申請が必要です。

確認申請がいるのでは

建
物
を
建
て
る
と
き
に
は

届
出
が
必
要
で
す

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

産
業
・
地
域
活
性
化

「
浜
田
で
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む

会
」
を
開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
農
業
の
核
と
な
る
担

い
手
の
増
加
、
育
成
・
確
保
の
た

め
、
現
状
か
ら
今
後
５
年
以
内
に

規
模
拡
大
な
ど
を
目
指
す
認
定
農

業
者
・
集
落
営
農
組
織
な
ど
の
中

心
的
な
農
業
者
に
集
中
的
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

対
象
者

⑴　

市
内
の
認
定
農
業
者
及
び
集

落
営
農
組
織
（
法
人
含
む
）
で
、

５
年
以
内
に
、
現
状
か
ら
２
割

以
上
の
生
産
量
増
加
又
は
規
模

拡
大
を
図
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
も
の

⑵　

⑴
以
外
で
、
５
年
後
の
所
得

目
標（
お
お
む
ね
２
５
０
万
円
）

が
達
成
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る

も
の

⑶　

地
域
農
業
の
発
展
に
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
事
業
を
行
う

農
業
者
な
ど
３
人
以
上
で
組
織

す
る
団
体
な
ど
（
生
産
組
合
・

加
工
組
合
な
ど
）

補
助
内
容

機
械
・
施
設
等
整
備
事
業

・
農
業
生
産
に
伴
う
機
械
な
ど
の

整
備
支
援

販
売
力
強
化
事
業

・
農
業
に
資
す
る
新
商
品
の
開
発

及
び
販
売
に
要
す
る
支
援

・
集
落
営
農
組
織
へ
の
組
織
化
又

は
法
人
化
に
要
す
る
支
援

補
助
率
及
び
補
助
金
額

機
械
・
施
設
等
整
備
事
業

　

事
業
に
要
す
る
経
費
の
１
／
３

以
内
で
、
１
農
業
者
あ
た
り
１
０

０
万
円
（
認
定
農
業
者
・
集
落
営

農
組
織
は
２
０
０
万
円
）
を
限
度

と
し
ま
す
。

販
売
力
強
化
事
業

　

事
業
に
要
す
る
経
費
の
１
／
２

以
内
で
、
１
農
業
者
あ
た
り
10
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

受
付
期
間

７
月
10
日
㈮
～
８
月
10
日
㈪

※　

事
業
採
択
に
つ
い
て
は
、
農

業
経
営
改
善
計
画
書
を
作
成
の

上
、
関
係
機
関
で
構
成
す
る
審

査
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

　

市
で
は
、
元
気
な
浜
田
を
つ
く

る
た
め
に
、
女
性
や
若
者
・
シ
ニ

ア
の
人
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
ま
す
。第
一
弾
と
し
て
、

女
性
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

対
象　
創
業
を
考
え
て
い
る
、
又

は
創
業
後
間
も
な
い
女
性

日
時

第
１
回　

７
月
４
日
㈯

午
後
１
時
～
５
時

第
２
回　

７
月
５
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
５
時

第
３
回　

７
月
18
日
㈯

午
後
１
時
～
５
時

第
４
回　

７
月
19
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
５
時

第
５
回　

８
月
１
日
㈯

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
い
わ
み
ー
る

※　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
全
５
回
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
な

り
ま
す
の
で
、
参
加
す
る
人
は

原
則
全
て
の
回
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

定
員　
20
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
２
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
用
の
申
込
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
本
庁
産
業
政

策
課
に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課
商
工
企
画
係

（
☎
�
９
５
０
１
・
▢FAX
�
４
０

　

採
用
を
予
定
し
て
い
る
企
業
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
と
の

就
職
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
浜

田
市
・
江
津
市
で
の
就
職
を
希
望

す
る
人
は
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
象　
平
成
28
年
３
月
に
大
学
・

短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
卒
業
予
定
者
、
大
学

な
ど
を
卒
業
後
３
年
以
内
の
未

就
職
者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望

者
、
そ
の
ほ
か
県
内
へ
の
就
職

希
望
者

日
時　
８
月
９
日
㈰

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分
場
所　
い
わ
み
ー
る

内
容

○
直
前
セ
ミ
ナ
ー
「
自
分
に
合
っ

た
仕
事
の
選
び
方
」

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

○
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情

報
提
供

午
前
11
時
30
分
～
正
午

○
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ

ー午
後
０
時
45
分
～
１
時
30
分

○
事
業
所
Ｐ
Ｒ
動
画
コ
ー
ナ
ー

正
午
～
午
後
３
時
30
分

○
個
別
就
職
面
談

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

本
庁
産
業
政
策
課
内　

浜
田
・

江
津
地
区
雇
用
推
進
協
議
会

（
☎
�
９
５
０
１
）

ふ
く
し
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室
（
☎
�
９
３
４
０
）

　

平
成
27
年
度
第
１
回
ま
ち
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
全
国
の

事
例
紹
介
と
市
内
の
地
区
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
の
取
組
発
表

（
自
慢
大
会
）
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
８
月
１
日
㈯

午
後
１
時
～

場
所　
島
根
県
立
大
学
交
流
セ
ン

タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

づ
く
り
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

４
０
）

農
業
マ
イ
ス
タ
ー
支
援
事
業

規
模
拡
大
を
目
指
す
農
業
者

を
支
援
し
ま
す

女
性
の
た
め
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
・
ふ
く

し
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
を

開
催
し
ま
す

浜
田
市
合
併
１０
周
年
記
念

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き

い
き
と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・

グ
ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む

ね
10
人
以
上
で
、
そ
の
半
数
以

上
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安

と
な
り
ま
す
。）

対
象
事
業　
10
月
１
日
㈭
～
平
成

28
年
３
月
31
日
㈭
に
実
施
す
る

次
の
事
業

⑴　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　

次
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
円

～
50
万
円
（
１
万
円
単
位
）

申
込
締
切
日　
７
月
15
日
㈬

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

申
請
用
紙
は
、
本
庁
人
権
同

和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各

支
所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま
す
。

助
成
決
定　
９
月
下
旬

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ

ン
タ
ー
内　

公
益
信
託
し
ま
ね

女
性
フ
ァ
ン
ド
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
�
５
５
１
４
・

▢FAX
０
８
５
４
�
５
５
８
９
）

　

平
成
26
年
度
に
国
の
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
事
業
を
活
用
し

て
、
次
の
と
お
り
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

三
隅
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
改
修

事
業

　

機
械
そ
の
他
設
備
工
事
を
行
い
、

ト
イ
レ
・
更
衣
室
・
シ
ャ
ワ
ー
室

な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
企
画
係

（
☎
�
９
２
０
０
）

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
・
母
の
た
め
の
就
労
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
庁
子
育
て
支
援
課
で
登
録
を

し
た
人
を
対
象
に
、
就
労
や
転
職

に
向
け
て
、
個
々
の
状
況
・
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
求
人
情
報
の
提
供
な

ど
を
行
い
、
自
立
・
就
労
に
向
け

た
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母

（
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

人
は
除
く
。）

受
付
日　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
。）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
料
金　
無
料

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園（
所
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
８
月
６
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

７
月
23
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

７
月
１
日
か
ら
、
児
童
相
談
所

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
が
３
桁
の
番

号
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）
番
に

な
り
、
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
す
ぐ
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い

・
あ
の
子
、
も
し
か
し
た
ら
虐
待

を
受
け
て
い
る
の
か
し
ら
…

・
子
育
て
が
辛
く
て
、
つ
い
子
ど

も
に
あ
た
っ
て
し
ま
う
…

・
近
く
に
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る

人
が
い
る
…

　

専
門
家
が
対
応
し
、
虐
待
か
ら

子
ど
も
を
守
る
と
と
も
に
、
子
育

て
に
悩
む
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

※　

連
絡
は
、
匿
名
で
も
で
き
ま

す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

※　

一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ

な
が
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

通
話
料
は
か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
�
３
５
６
０
）

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

三隅Ｂ＆Ｇ海洋センター　

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

平
成
26
年
度
に
国
の
交
付
金

事
業
を
活
用
し
て
整
備
を
行

い
ま
し
た

子
育
て

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の

た
め
の
就
労
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
１
８
９

（
い
ち
は
や
く
）
番
へ
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対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場に用意しています。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成27

年度各種健（検）診日程表」に掲載しています。
・市役所本庁１階地域医療対策課10番窓口及び各支

所市民福祉課・各公民館にもあります。
※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるよう

な服装で受診してください。
※　８月以降の結核検診は、「平成27年度各種健（検）

診日程表」をご覧ください。

問い合わせ先
・本庁地域医療対策課保健予防係

（☎�９３１１）
・各支所市民福祉課

【　金　城　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

22
日
㈬

9:00～ 9:10 カットサロン勝美前

23
日
㈭

9:30～ 9:40 ドライブイン山女前

24
日
㈮

9:00～ 9:15 今福公民館（ふれあい会館）
9:20～ 9:30 東下久佐集会所 9:45～ 9:55 三葉寮前 9:25～ 9:35 二タ村集会所前
9:40～ 9:50 旧ＪＡ久佐事業所横 10:10～10:20 若生まなびや館下 9:45～ 9:55 皆合集会所付近

10:00～10:10 河野信子様宅前 10:30～10:40 亀谷原消防詰所 10:10～10:20 追原郷集会所前
10:20～10:30 浄光寺谷バス回転場 10:45～10:55 栄和機工前 10:30～10:40 大元集会所
10:40～10:50 久佐公民館（くざ会館） 11:05～11:20 長田消防詰所横 10:50～11:00 福原集会所前
11:00～11:15 上長屋集会所前 11:30～11:45 波佐公民館（ときわ会館） 11:15～11:25 植松集会所前
11:25～11:35 上組集会所前 13:15～13:25 柚根集荷場前 11:35～11:45 新原集会所前
11:45～11:55 大谷集会所 13:35～13:45 横山義孝様宅前 13:00～13:10 美又国民保養センター前
13:00～13:10 かたらいの家 13:55～14:05 小国公民館（おぐに会館） 13:20～13:30 越沢集会所前
13:20～13:30 青原集会所前 14:25～14:35 みどりかいかん 13:40～13:50 入野集会所前
13:40～13:50 伊木集会所前 14:00～14:10 岩崎隆行様宅前
14:00～14:20 小笹集会所前 14:20～14:30 山田稔明様宅前
14:30～14:40 新開集会所前 14:40～14:50 金田会館前

15:00～15:10 よりあい会館横

　

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で

は
、
会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
が

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
に
応

じ
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

日
時　
７
月
７
日
㈫
・
８
月
４
日

㈫　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

内
容　
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・

健
康
相
談
な
ど

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　

在
日
外
国
人
高
齢
者
で
、
国
籍

が
欠
格
事
由
と
な
っ
て
公
的
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
に
あ
る
人
に
、
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

対
象　
大
正
15
年
４
月
１
日
以
前

に
出
生
し
た
浜
田
市
在
住
の
在

日
外
国
人
高
齢
者

支
給
金
額　
月
額
２
万
円

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
健
康
長
寿

課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

７月結核レントゲン検診の日程

健
康
・
福
祉

「
ま
ち
の
保
健
室
」
を

開
設
し
ま
す

在
日
外
国
人
高
齢
者
に

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
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税
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納
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健
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・
福
祉

子

育
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　８月以降のがん検診の日程は、「平成27年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種
がん検診を、無料で受診することができます。
問い合わせ先
本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田７月８日㈬

8:30～10:00 浜田保健所
13:30～14:00 石見公民館長見分館

三
隅７月21日㈫ 9:00～11:00 三保公民館

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。
避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び
クーポン券が送付された人

※　予約が必要です。
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター

（☎�７７００）
申込受付時間　10:00～12:00・14:00～16:00

実施期間
平成28年２月26日㈮まで
毎週火・水（第３を除く）・金曜日
検診当日受付時間　14:00～14:30

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田７月２日㈭

9:00～11:30
浜田保健所

13:30～15:00

金
城

７月３日㈮
9:00～11:30 波佐公民館（ときわ会館）
13:00～15:00 小国公民館（おぐに会館）

７月７日㈫
10:00～11:00 今福公民館（ふれあい会館）
13:00～14:00 美又公民館（美又会館）

旭７月17日㈮
10:00～11:00 重富生活改善センター
13:00～14:00 都川高齢者活動促進センター

弥
栄７月16日㈭

9:00～11:30 老人福祉センター
13:00～15:00 弥栄会館

三
隅７月29日㈬ 13:30～18:30 三隅保健センター

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格　
戦
没
者
の
遺
児

参
加
費　
10
万
円
（
集
合
場
所
ま

で
の
往
復
交
通
費
な
ど
は
、
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。）

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
遺
族
連
合
会

（
☎
０
８
５
２
�
４
０
２
５
）

実施地域及び実施機関
実施地域 実施予定時期 実施期間 募集人員 

（全国） 締切日

旧ソ連 ８月24日㈪～
　　　　９月１日㈫ ８泊９日 29人 ７月13日㈪

西部ニューギニア ９月９日㈬～18日㈮ ９泊10日 35人 ７月28日㈫

ボルネオ・マレー半島 ９月16日㈬～25日㈮ ９泊10日 30人 ８月４日㈫

マリアナ諸島 ９月24日㈭～30日㈬ ６泊７日 20人 ８月12日㈬

東部ニューギニア 10月３日㈯～10日㈯ ７泊８日 60人 ８月26日㈬

中国 10月８日㈭～16日㈮ ８泊９日 45人 ８月28日㈮

トラック・パラオ諸島 10月31日㈯～
　　　　11月７日㈯ ７泊８日 30人 ９月18日㈮

ソロモン諸島 11月７日㈯～14日㈯ ７泊８日 20人 ９月25日㈮

ミャンマー 11月13日㈮～22日㈰ ９泊10日 45人 10月１日㈭

フィリピン 11月25日㈬～
　　　　12月２日㈬ ７泊８日 120人 10月13日㈫

マーシャル・ギルバート諸島 12月５日㈯～13日㈰ ８泊９日 36人 ８月22日㈯

洋上慰霊 平成28年２月下旬～
　　　　　３月上旬 ９泊10日 400人 12月５日㈯

７月各種がん検診の日程

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
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健 康 コラムコラム

　一人ひとりが熱中症予防の正しい知識を持ち、
自分の体調の変化に気を付けましょう。また、
周囲の人にも気を配り、予防を呼び掛け合って、
熱中症による健康被害を防ぎましょう。

熱中症とは

　高温多湿な環境で、体内の水分や塩分のバラ
ンスが崩れたり、体温調節機能がうまく働かな
くなったりすることにより、体内に熱がたまり、
筋肉痛や大量の発汗、さらには吐き気や倦怠感
などの症状が現われ、重症になると意識障害な
どが起こります。

熱中症予防

５つのポイント
１．高齢者は上手にエアコンを

　高齢者や持病のある人は、暑さで徐々に体
力が低下し、室内でも熱中症になることがあ
ります。適切にエアコンを使いましょう。

２．暑くなる日は要注意
　熱中症は、暑い環境に長時間さらされるこ
とにより発症します。猛暑のときは、室内の
涼しいところで過ごしましょう。

３．水分・塩分をこまめに補給
　のどが渇く前に水分を補給しましょう。寝
る前の水分補給も忘れずに。アルコールは、
体内の水分を出してしまうため水分の補給に
はなりません。
４．「おかしい」と思ったら病院へ

　熱中症は、めまい・頭痛・吐き気・倦怠感
などの症状から、ひどいときには意識を失い、
命が危険になることもあります。「おかしい」
と思ったら涼しいところに避難し、医療機関
に相談しましょう。
５．周りの人にも気配りを

　自分のことだけでなく、近所で声を掛け合
うなど、周りの人の体調にも気を配りましょ
う。

熱中症が疑われる人を見かけたら

１．涼しい場所へ避難させる
２．衣服を脱がせ、身体を冷やす
３．水分・塩分を補給する

（旭支所市民福祉課）

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」・「
青
少
年
の
非

行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

で
す
。

　

今
年
で
65
回
目
を
迎
え
る
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
～
犯
罪
や

非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支

え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～
」
は
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
考
え
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る

運
動
で
す
。

　

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
は
全
て

の
人
の
望
み
で
す
。
犯
罪
や
非
行

を
な
く
す
た
め
に
は
、
取
締
り
を

強
化
し
て
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た

人
を
処
罰
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
立
ち
直
ろ
う

と
決
意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入

れ
て
い
く
こ
と
や
、
犯
罪
や
非
行

を
生
み
出
さ
な
い
家
庭
や
地
域
づ

く
り
を
す
る
こ
と
も
、
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

　
「
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
」「
あ

や
ま
ち
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支
え

て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
」
そ
の

た
め
に
は
、
一
部
の
人
た
ち
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
全
て
の
人
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関
わ
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全

国
強
調
月
間
は
、
青
少
年
の
非
行

防
止
な
ど
の
取
組
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
青
少
年

の
健
全
育
成
と
犯
罪
被
害
防
止
の

た
め
、
保
護
者
と
し
て
、
大
人
と

し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
潜
む

有
害
情
報
か
ら
子
ど
も
を
守
り
、

家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

「
青
少
年
は
地
域
社
会
が
育
む
」

と
い
う
視
点
に
立
っ
た
取
組
が
必

要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
に

立
ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
共
に
感

じ
、
学
び
、
ふ
れ
あ
い
と
対
話
を

深
め
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
参
加
の

も
と
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月

間
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
９
３
０
０
）

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国

強
調
月
間

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

熱中症を防ぎましょう！
～皆さんに取り組んでいただきたいこと～

み
ん
な
で
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
き

ま
し
ょ
う
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　国民健康保険加入者の医療機関で支払う医療費は、下表の自己負担限度額までとなりま
す。ただし、医療機関の窓口で保険証のほかに、「国民健康保険限度額適用認定証」の提
示が必要となりますので、事前に申請してください。限度額の適用は月ごと、１医療機関
ごとです。

7０歳未満の人

所得区分 所得金額（注１） 自己負担限度額（月額）
３回目まで ４回目以降（注２）

上位所得者（ア） 901万円を超える世帯 252，600円＋
（医療費－842，000円）×１％ 140，100円

上位所得者（イ） 600万円を超え 
901万円以下の世帯

167，400円＋ 
（医療費－558，000円）×１％ 93，000円

一般（ウ） 210万円を超え 
600万円以下の世帯

80，100円＋ 
（医療費－267，000円）×１％ 44，400円

一般（エ） 210万円以下の世帯
（市民税非課税世帯を除く） 57，600円 44，400円

住民税非課税世帯（オ）市民税非課税世帯（注３） 35，400円 24，600円
（注１）所得金額とは、国民健康保険加入者の総所得金額から基礎控除（33万円）を除いた金額です。
（注２）４回目以降とは、過去12か月以内に、同じ世帯で限度額以上の医療費の自己負担が４回以上

あった場合です。
（注３）市民税非課税世帯とは、世帯主と国民健康保険加入者の全員が市民税非課税の世帯です。
7０歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 自己負担限度額（世帯単位）
外来（個人ごと） 外来＋入院

現役並み所得者 
（課税所得額が145万円以上） 44，400円 80，100円＋（医療費－267，000円）×１％

一般 12，000円 44，400円
低所得者Ⅱ（注1） 8，000円 24，600円
低所得者Ⅰ（注2） 8，000円 15，000円

　同じ世帯の国保加入者（世帯主を含む。）全員が市民税非課税の人に限り、申請により「国民健康
保険限度額適用・標準負担額減額認定証」が交付されます。
（注１）低所得者Ⅱとは、同じ世帯の世帯主及び国保加入者が市民税非課税の世帯です。
（注２）低所得者Ⅰとは、市民税非課税の世帯で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得

は控除額を80万円として計算）を差し引いたとき０円となる人です。

　入院したときには、医療費とは別に食事代が必
要となりますが、70歳未満の市民税非課税世帯
（オ）及び70歳以上75歳未満の低所得者Ⅰ・Ⅱに
該当する人は、１食あたり260円の食事代が減額
されて次のとおりとなります。

療養病床に入院しているときの食費・居住費
　療養病床に入院している65歳以上の人は、１食
あたり460円の食事代が次のとおり減額されます。
また、居住費として1日あたり320円の負担があ
ります。

7０歳未満の人
所得区分 過去１年

入院日数 １食につき

市民税非課税世帯（オ） 90日以下 210円
91日以上 160円

7０歳以上75歳未満の人
（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 過去１年
入院日数 １食につき

低所得者Ⅱ 90日以下 210円
91日以上 160円

低所得者Ⅰ 100円

65歳以上75歳未満の人
（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 食費（１食につき）
市民税非課税世帯（オ）

低所得者Ⅱ 210円

低所得者Ⅰ 130円

申請に必要なもの
国民健康保険証・印鑑（スタンプ印は不可）

※　７月31日㈮まで認定を受けている人が、８月
から引き続き認定を受けるためには、再度申請
が必要です。

申請・問い合わせ先　本庁医療保険課国保係（☎�９４１０）

保
険
・
医
療
・
年
金

国民健康保険加入者の窓口負担

医療費自己負担限度額（月額）

入院した場合の食事代



広報はまだ：平成27年７月号　　　20

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

一
定
以
上
所
得
が
あ
る
人
の
介
護

保
険
料
の
負
担
割
合
の
見
直
し

　

平
成
27
年
８
月
か
ら
、
65
歳
以

上
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
合
計

所
得
金
額
１
６
０
万
円
以
上
（
単

身
で
年
金
収
入
の
み
の
場
合
２
８

０
万
円
以
上
）
の
人
は
、
介
護
保

険
利
用
者
負
担
割
合
が
２
割
に
な

り
ま
す
（
表
１
参
照
）。

※　

７
月
下
旬
に
、
要
支
援
・
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
全
て

の
被
保
険
者
に
、
１
割
負
担
又

は
２
割
負
担
と
記
さ
れ
た
介
護

保
険
負
担
割
合
証
を
発
送
す
る

予
定
で
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
際
は
、
介
護
保
険
被

保
険
者
証
と
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
者
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

65
歳
未
満
の
第
２
号
被
保
険

者
は
、１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

※　

合
計
所
得
金
額
と
は
、
年
金

収
入
や
給
与
収
入
・
事
業
収
入

な
ど
か
ら
公
的
年
金
控
除
や
給

与
所
得
控
除
・
必
要
経
費
を
控

除
し
た
額
で
す
。

※　

そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
と

は
、
合
計
所
得
金
額
か
ら
所
得

税
法
第
35
条
第
２
項
第
１
号
に

掲
げ
る
額
（
公
的
年
金
な
ど
の

収
入
金
額
か
ら
公
的
年
金
等
控

除
額
を
控
除
し
た
残
額
）
を
除

い
た
額
で
す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
直
し

　

平
成
27
年
８
月
か
ら
、
同
一
世

帯
内
の
第
１
号
被
保
険
者
に
現
役

並
み
所
得
相
当
の
人
が
い
る
場
合

に
、
そ
の
世
帯
の
上
限
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
（
表
２
の
第
５
段

階
部
分
）。

※　

現
役
並
み
所
得
者
と
は
、
同

一
世
帯
に
課
税
所
得
１
４
５
万

円
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
）
が
い
る
場

　

合
で
、
世
帯
内
の
第
１
号
被
保

　

険
者
の
収
入
が
単
身
で
３
８
３

　

万
円
以
上
、
２
人
以
上
で
５
２

　

０
万
円
以
上
の
場
合
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

一
斉
更
新

　

75
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以
上
で

広
域
連
合
が
障
が
い
認
定
し
た
人

を
含
む
。）
が
、
現
在
使
っ
て
い
る

被
保
険
者
証
（
桃
色
）
は
、
７
月

31
日
㈮
ま
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
８
月
１
日
㈯
か
ら
使
用
す
る

被
保
険
者
証
（
紫
色
）
は
、
７
月

中
に
送
付
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
負
担
す
る
割
合
は
、

平
成
26
年
中
の
所
得
の
状
況
に
よ

っ
て
、
８
月
か
ら
変
更
に
な
る
人

が
い
ま
す
。
被
保
険
者
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
自
己
負
担
割
合(

「
１

割
」
又
は
「
３
割
」）
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

【
医
療
機
関
で
の
医
療
費
の
窓
口

負
担
】

　

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
と

き
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部

を
負
担
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
１
割
負
担
に
な
り

ま
す
が
、
次
の
現
役
並
み
所
得
者

に
該
当
す
る
人
は
３
割
負
担
に
な

り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
に
、「
一
部
負
担
金
の
割

合
」
と
し
て
、「
１
割
」
又
は
「
３

割
」
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

現
役
並
み
所
得
者

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
の
所
得
の
あ
る
被
保
険
者

が
１
人
で
も
い
る
世
帯
は
、
そ
の

世
帯
の
被
保
険
者
全
員
が
現
役
並

み
所
得
者
と
な
り
、
一
部
負
担
金

の
割
合
は
「
３
割
」
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
収
入
額
に
よ
っ
て
「
１

割
」
負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
（
該
当
者
に
は
、
案
内
を
し
ま

す
）。

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
中
の
所
得
額
な
ど
の

確
定
に
伴
い
、
７
月
中
旬
に
平
成

27
年
度
保
険
料
額
に
関
す
る
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

納
付
方
法　
特
別
徴
収
（
年
金
天

引
）
と
普
通
徴
収
（
納
付
書
及

び
口
座
振
替
）
の
２
種
類
が
あ

り
、
特
別
徴
収
は
申
請
に
よ
り

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
）
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　

既
に
手
続
を
し
た
人
は
、
改

め
て
手
続
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

変
更
手
続

⑴　

市
へ
保
険
料
の
支
払
方
法
変

更
の
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

⑵　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
依
頼

の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

口
座
振
替
で
納
付
し
た
人
が
、

表１　介護保険利用者負担割合
対　象　者 負担割合

第１号 
被保険者

本人の合計所得
金額が160万円
以上の人

下記以外の人 ２割負担

本人も含め同一世帯
の第１号被保険者の
「年金収入＋その他
の合計所得金額」が
右記の額

単身は
280万円未満

１割負担
２人以上は
346万円未満

本人の合計所得金額が160万円未満の人 １割負担

表２　自己負担の限度額
段階 対象者 月額

第１段階 市民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者など 15，000円

第２段階 市民税非課税世帯で合計所得と年金収入の合計額
が80万円以下の人 15，000円

第３段階 市民税非課税世帯で第２段階に該当しない人など 24，600円

第４段階 一般世帯 37，200円

第５段階 現役並み所得者 44，400円

介
護
保
険
制
度
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら

の
お
知
ら
せ
で
す
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そ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
申
請

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
、

住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
て

い
る
場
合
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
し
た
場

合
や
外
来
で
高
額
な
治
療
を
受
け

た
場
合
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
認
定
証
の
申

請
手
続
が
必
要
で
す
。
申
請
し
た

月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
、
７
月
末
ま
で
が
有
効
期

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

度
も
引
き
続
き
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
場
合
は
、
７
月
中
に
新
し
い

「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
更
新
の
手

続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

　

こ
の
制
度
は
、
福
祉
医
療
対
象

者
（
重
度
心
身
障
が
い
者
及
び
ひ

と
り
親
家
庭
）
に
、
医
療
費
（
自

己
負
担
分
）
の
助
成
を
行
い
、
健

康
の
保
持
と
生
活
の
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

福
祉
医
療
を
受
け
ら
れ
る
人

⑴　

65
歳
以
上
で
、
引
き
続
き
３

か
月
以
上
の
寝
た
き
り
の
状
態

で
他
人
の
介
護
が
必
要
な
人

（
助
成
期
間
は
１
年
限
り
）

⑵　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は

２
級
を
持
っ
て
い
る
人

⑶　

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は

４
級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お

お
む
ね
Ｉ
Ｑ
50
以
下
と
診
断
さ

れ
た
人

⑷　

療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る

人
⑸　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
持
っ
て
い
る
人

⑹　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は
４
級

を
持
っ
て
い
る
人

⑺　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お

お
む
ね
Ｉ
Ｑ
50
以
下
と
診
断
さ

れ
た
人

⑻　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
【
18
歳

未
満
又
は
高
校
第
３
学
年
修
了

ま
で
の
児
童
（
20
歳
未
満
）
を

養
育
す
る
配
偶
者
の
い
な
い
人

及
び
児
童
】

※　

健
康
保
険
未
加
入
者
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※　

⑴
～
⑺
の
20
歳
以
上
の
人
は
、

所
得
制
限
（
特
別
障
害
者
手
当

の
所
得
額
を
準
用
）
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
所
得
額
に
は
、
障
害

年
金
な
ど
の
非
課
税
収
入
も
含

ん
で
審
査
し
ま
す
。

※　

⑻
は
、
前
年
分
の
所
得
税
が

非
課
税
の
世
帯
（
扶
養
控
除
に

つ
い
て
は
、
平
成
22
年
中
の
所

得
税
の
計
算
に
お
け
る
控
除
額

が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
再

計
算
さ
れ
た
も
の
）
が
対
象
で

す
。

自
己
負
担
額

　

対
象
者
の
自
己
負
担
割
合
は
、

「
医
療
費
の
１
割
」
で
す
。
薬
局

な
ど
で
は
、
自
己
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

有
効
期
間

　

原
則
と
し
て
１
年
で
す
（
転
出

や
年
齢
到
達
な
ど
の
事
由
で
対
象

外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　

毎
年
10
月
１
日
が
更
新
日
で
、

引
き
続
き
助
成
を
受
け
る
場
合
は

手
続
が
必
要
で
す
。

※　

８
月
上
旬
に
更
新
の
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

　

浜
田
年
金
事
務
所
で
は
、
聴
覚

障
が
い
者
が
、
年
金
相
談
を
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
協
力
し
、
手
話
に
よ
る

年
金
相
談
（
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
に
関
す
る
こ
と
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象　
聴
覚
障
が
い
者
で
手
話
の

で
き
る
人

日
時　
第
４
木
曜
日（
予
約
不
要
）

午
後
１
時
～
４
時

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

　

浜
田
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

女
性
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
、
市
議
会
に
関
心
を
持

ち
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
の
た

め
の
女
性
の
意
識
向
上
を
図
る
た

め
に
、
模
擬
市
議
会
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
18
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時
（
予
定
）

場
所　
浜
田
市
役
所
５
階
議
場

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
内　

浜
田
女
性
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
務
局

（
☎
�
９
１
６
０
）

１か月・１医療機関あたりの自己負担限度額
区分 入院 外来

市町村民税
課税世帯の人 20，000円 6，000円

市町村民税
非課税世帯の人 2，000円 1，000円

20歳未満の
障がい児（者） 2，000円 1，000円

※　医療機関などで、１割を超える又は自己負
担限度額を超える医療費を負担した場合は、
助成申請により医療費の払戻しをします。

福
祉
医
療
対
象
者
に

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

手
話
に
よ
る
年
金
相
談
を

開
催
し
て
い
ま
す

人
権

浜
田
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市
議
会
を
開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

国
際
交
流
員
の
キ
ン
バ
リ
ー
・

モ
ー
ガ
ン
さ
ん
と
一
緒
に
、
英
語

の
文
法
、
発
音
の
仕
方
を
学
び
、

英
語
の
引
き
出
し
を
増
や
し
ま
せ

ん
か
。

昼
の
部

日
時　
７
月
15
日
㈬
・
29
日
㈬
・

８
月
19
日
㈬
・
９
月
２
日
㈬
・

16
日
㈬
（
全
５
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

夜
の
部

日
時　
７
月
22
日
㈬
・
８
月
５
日

㈬
・
26
日
㈬
・
９
月
９
日
㈬
・

17
日
㈭
（
全
５
回
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
各
15
人

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

（
会
員
５
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
７
月
10
日
㈮

　

キ
ン
バ
リ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
英

語
で
い
ろ
い
ろ
な
面
白
い
ト
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
英
語
力

を
さ
ら
に
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。
授

業
は
、
全
て
英
語
で
進
め
ま
す
。

昼
の
部

日
時　
７
月
22
日
㈬
・
８
月
５
日

㈬
・
26
日
㈬
・
９
月
９
日
㈬
・

17
日
㈭
（
全
５
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

夜
の
部

日
時　
７
月
15
日
㈬
・
29
日
㈬
・

８
月
19
日
㈬
・
９
月
２
日
㈬
・

16
日
㈬
（
全
５
回
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
各
10
人

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

（
会
員
５
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
７
月
10
日
㈮

　

キ
ン
バ
リ
ー
さ
ん
が
話
し
て
く

れ
る
英
語
の
不
思
議
と
イ
ギ
リ
ス

の
歴
史
と
の
関
係
に
夏
の
夕
べ
、

ち
ょ
っ
と
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
７
月
28
日
㈫

午
後
７
時
～
８
時

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
18
人

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
23
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

　

写
真
撮
影
の
基
本
を
学
び
、
魅

力
あ
る
作
品
を
制
作
し
ま
せ
ん
か
。

　

１
日
目
は
、
カ
メ
ラ
の
取
扱
い

や
撮
影
の
ポ
イ
ン
ト
を
講
義
し
た

後
、
バ
ス
で
移
動
し
、
三
隅
町
井

野
の
「
上
今
明
ふ
る
さ
と
ど
ろ
ん

こ
祭
り
」の
様
子
を
撮
影
し
ま
す
。

２
日
目
は
、
１
日
目
に
撮
影
し
た

写
真
を
持
参
し
て
も
ら
い
、
参
加

者
の
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
講
師

か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象　
中
学
生
以
上

日
時　
７
月
25
日
㈯
・
８
月
２
日

㈰　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

受
付　
午
後
１
時
～

場
所

・
７
月
25
日
㈯　

三
隅
中
央
会
館

・
８
月
２
日
㈰　

石
正
美
術
館

※　

雨
天
決
行
、
撮
影
場
所
を
変

更
し
て
実
施
し
ま
す
。

定
員　
先
着
30
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
22
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

　

１
㎏
の
粘
土
を
使
っ
て
、
自
由

な
発
想
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
制

作
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

１
日
目
は
作
品
を
制
作
し
、
２

日
目
は
素
焼
き
し
た
作
品
に
色
付

け
を
し
ま
す
。
な
お
、
釉
薬
な
ど

の
色
付
け
を
先
生
に
お
任
せ
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。そ
の
場
合
は
、

１
日
目
の
み
の
参
加
で
結
構
で
す

が
、
色
の
指
定
な
ど
は
で
き
ま
せ

ん
。

日
時　
８
月
９
日
㈰
・
30
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

場
所　
雪
舟
焼
窯
元（
旭
町
丸
原
）

定
員　
先
着
５
～
10
人

※　

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
中

止
し
ま
す
。

料
金　
３
、
０
０
０
円
（
粘
土
・

釉
薬
・
焼
成
ほ
か
材
料
代
）

申
込
締
切
日　
８
月
５
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

英
国
語
講
座with

キ
ン
バ
リ
ー

～
夏
～
（
初
級
）

英
国
語
講
座with

キ
ン
バ
リ
ー

～summer

～
（
中
級
）

キ
ン
バ
リ
ー
の
ミ
ニ
講
座

～
英
語
の
不
思
議
を

　イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
か
ら
解
く
～

写
真
教
室
を
開
催
し
ま
す

陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
す



市長日記元気な浜田をつくります （平成27年５月）
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浜田市文化協会総会に出席しました
（５月９日）

浜田市母子会連合会総会に出席しました
（５月10日）

溝口善兵衛島根県知事に、平成28年度国・県
に対する重点要望書を提出しました
（５月20日）

石見４市５町で構成する石見観光振興協
議会の総会を開催しました（５月21日）

浜田ライフセービングクラブと水難事故
時における救助活動に関する協定を締結
しました（５月22日）

浜田市＊松阪市友好の会総会に出席しました
（５月24日）

浜田女性ネットワーク総会で講演を行いまし
た（５月27日）

浜田市保育連盟総会に出席しました
（５月30日）

全国骨髄バンク推進連絡協議会「ドナーがリ
レーでつなぐ日本縦断キャラバン」の皆さん
が訪問され、激励しました（５月８日）

浜田市ウォークラリー大会（合併10周年
記念事業：浜田レクリエーション協会主
催）に参加しました（５月９日）

ユネスコ無形文化遺産「和紙」の１つ、
本美濃紙のある美濃市の武藤鉄弘市長が
訪問されました（５月22日）

石央森林組合通常総代会に出席しました
（５月30日）
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一列に並んで田植えに挑戦

森のお姉さんと一緒にダンスをしました

集落営農組織連携協議会の皆さん

集中してぬり絵をする参加者

　５月31日㈰、「田んぼアートを作ろう」が金城町小国の藤若
さんの水田で行われ、市内の小学生など約90人が参加しました。
この催しは、品種の異なる稲を植えることで、稲の色づく秋に
大きな絵が現れる「田んぼアート」に挑戦するもので、参加し
た皆さんは裸足で田んぼに入り、「秋にはどんな絵が見られる
か楽しみ」と話しながら田植えを行いました。
　今後は、田んぼの草取りや稲刈りなども計画されており、１
年間の稲作作業を通して子どもたちに米作りや自然とのふれあ
いを体験してもらう予定です。

　５月27日㈬、森の教室inあさひ子ども園が行われました。こ
の教室は、子どもたちに森の大切さを知ってもらおうと島根県
緑化推進委員会が企画したもので、88人の園児が参加しました。
　最初に「どんぐりくんと森の仲間たち」と題したショーが行
われ、園児たちはクイズやダンスを交えたお話を楽しみました。
その後、園庭でどんぐりの種を育苗用ポットに植えました。園
児たちは、「どんぐりをしっかり育てていきます」と大きな声
で宣言し、順調な成長を願いました。

　５月24日㈰、弥栄自治区集落営農組織連携協議会設立総会が
弥栄会館で開催されました。この協議会は、高齢化や担い手不
足など農業を取り巻く状況が一層厳しくなる中、次世代に農地
や地域を引き継いでいくためにも、町内12集落の営農組織が枠
を超えて連携し、課題に取り組んでいく組織として設立された
ものです。
　総会では、弥栄米のブランド化に向けての取組や、転作作目
の新品種や新技術導入の検討及び研修実施についてなど、今後
具体的に行っていく計画について話し合われました。

　５月23日㈯、大人のぬり絵教室が黒沢公民館で行われました。
ぬり絵は、ストレス発散や集中力の向上、脳の活性化などに効
果があるといわれています。
　教室では、参加者がそれぞれ題材を決めて思い思いの道具を
使って作品制作に取り組んでいます。参加者は、「ぬり絵に集
中して時間を忘れてしまうくらい楽しいです」「配色を考えな
がら塗るので脳のトレーニングにもなっています」と話してい
ました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

あさひ森林の大切さを園児に伝える
～　森の教室inあさひ子ども園　～

農地を次世代に引き継ぎたい
～　弥栄自治区集落営農組織連携協議会設立　～

やさか

みすみぬり絵をしながらリフレッシュ！
～　大人のぬり絵教室　～

秋を楽しみに！田植え体験
～　田んぼアートを作ろう　～

かなぎ
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貝殻の説明に興味津々

踊りを披露する三保保育園の園児

クレソン採りを楽しむ参加者

昔の農具「大足」を履いて競走

　５月23日㈯、杵束公民館まつりが開催されました。このイベ
ントは、古くから田植えなどの春の農作業を終え、慰労の会と
して行われていた「泥おとし」を公民館まつりとして開催して
いるものです。
　当日は、三隅町の上今明田ばやし保存会による田ばやしや、
地元の６団体による角ずし・農産加工品などの販売があり、ま
つりを盛り上げました。また、昔の代かきなどに使用していた
農具「大足」を使った競走も行われ、参加した子どもたちは悪
戦苦闘しながらも楽しそうに挑戦していました。

　５月23日㈯、海とのふれあい講座が大麻公民館で行われまし
た。この講座は、夏休みや海水浴シーズンを前に磯の生き物に
ついて知ってもらおうと、島根県水産技術センターの研究員を
講師に迎え開催したものです。
　参加者は、折居海岸で採取できる生物やその食べ方などにつ
いて学びました。また、公民館に保管されていた大量の貝殻が
展示され、手に取って興味深く観察し種類の多さに驚いていま
した。７月には、折居海岸で磯の生き物の観察会を予定してい
ます。

　５月17日㈰、三保ふれあいまつりが三保公民館で開催されま
した。このイベントは、三保公民館が隔年で開催しているもの
で、今年で28回目を迎えました。
　当日は、自治会や生涯学習サークルなどが、踊りや演奏など
趣向を凝らしたステージ発表を行いました。三保保育園の園児
による発表では、曲に合わせて元気いっぱいに踊る姿に一段と
大きな声援や拍手が送られ、会場は大いに盛り上がりました。
また、手芸作品などの展示やお茶席も設けられ、約200人の来
場者は、皆とふれあう休日のひと時を楽しみました。

　５月17日㈰、自然を満喫！春の味覚を楽しむ旅が金城町で開
催されました。この催しは、浜田の自然や観光資源を広島市民
に紹介し、都市住民との交流を図り、観光客の増大や特産品の
販路拡大につなげることを目的として、広島ＰＲセンターが毎
年開催しているものです。今年は、５月に５回開催し、延べ
250人が浜田市を訪れました。
　この日は、波佐の若生町内の畑でクレソンを採ったり、きん
た農園ベリーネでイチゴ狩りをしたりして、参加者は金城の春
を堪能していました。

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

農作業の疲れを癒す
～　杵束公民館まつり「泥おとし」　～

やさか

はまだ身近な磯の生き物について知ろう
～　海とのふれあい講座　～

地域みんなで楽しもう
～　三保ふれあいまつり　～

みすみ

かなぎ広島市民が金城を堪能
～　自然を満喫！春の味覚を楽しむ旅　～
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会場を魅了する都川神楽団の「大蛇」

　５月11日㈪、交通安全運動街頭啓発活動が道の駅ゆうひパー
ク浜田で行われました。これは、春の全国交通安全運動の一環
として、浜田市交通安全対策協議会が実施したもので、交通安
全協力団体や長浜幼稚園の園児など約80人が参加しました。
　開始式では、園児３人が浜田警察署の奈良井和夫署長から「１
日おまわりさん」に委嘱され、「交通ルールを守って交通事故
に遭わないように気を付けます」と誓いの言葉を述べました。
その後、道の駅の利用者にチラシなどを配り、交通安全を呼び
掛けました。交通安全を呼び掛けました

　５月16日㈯、能
の う み

海寛
ゆたか

歌碑めぐりウォーク2015が波佐で開催
され、市内外から約100人が参加しました。当日は、あいにく
の小雨模様でしたが、参加者は能海寛の歌碑やゆかりの地の説
明を受けながら、約４㎞のコースを完歩しました。
　浜田市では、合併10周年を記念したウォーキング大会が市内
各地で開催されおり、11月末まで全11大会（６月末までに５大
会終了）が予定されています。対象となっている大会に７回以
上参加すると浜田の特産品がもらえる特典もありますので、皆
さん、ぜひご参加ください。

　５月14日㈭、安城公民館の生涯学習サークル「弥栄ふるさと
伝承会」が郷土誌「矢

や

懸
か け

の里」集落編・生活編の２冊を発刊し
ました。これは、19人の会員が「ふるさとの歴史と文化を記録
して後世に残したい」という強い思いから、約10年の歳月を費
やし製作したものです。
　「集落編」では各集落の史跡や伝承について、「生活編」では
年中行事や山里の暮らしについて、写真や手書きの地図を交え
て紹介しています。製作した冊子は、弥栄町の全自治会や小中
学校などに配布しました。

　５月16日㈯、交流神楽in都川が旧都川小学校体育館で開催さ
れました。このイベントは、都川地区出身で広島県宮乃木神楽
団団長の「神楽を通じて故郷の活性化をしたい」との思いから
始まり、今年で14回目を迎えました。
　当日は、地元の都川神楽団のほか金城町や広島県から招待さ
れた３団体が計８演目を上演し、約500人の神楽ファンが夜更
けまで続く勇壮な舞を楽しみました。また、会場の入口付近で
は地元の皆さんがうどんや焼きそばなどを販売し、イベントを
盛り上げました。

ウォーキングを楽しむ参加者

郷土誌の完成を喜ぶ会員の皆さん

神楽で地域の活性化
～　交流神楽in都川　～

あさひ

かなぎ能海寛歌碑めぐりウォーク
～　合併10周年記念ウォーキング大会　～

後世に伝える貴重な郷土誌
～　「矢懸の里」発刊　～

やさか

はまだルールを守って交通安全
～　春の全国交通安全運動街頭啓発活動　～
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入
学
し
て
か
ら
３
か
月
が
経
ち
、

友
達
も
少
し
ず
つ
増
え
て
学
生
生
活

に
も
慣
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る

と
思
っ
て
い
た
こ
と
で
も
自
分
で
す

る
の
が
当
た
り
前
の
こ
と
に
な
り
、

最
初
は
戸
惑
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
自
分
か
ら
主
体
的
に
や
っ
て

い
く
こ
と
で
、
充
実
し
た
日
々
を
送

っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
講
義
は
、
た

く
さ
ん
の
種
類
の
学
問
を
深
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
そ
の
分
大
変
な
こ
と

は
多
い
で
す
が
、
90
分
と
い
う
時
間

の
中
で
多
く
の
こ
と
を
吸
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
妥
協
す
る
こ
と
な

く
、
よ
り
自
分
が
成
長
で
き
る
よ
う

一
つ
一
つ
の
講
義
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

浜
田
市
は
自
然
が
豊
か
で
、
き
れ

い
な
海
、
山
が
す
ぐ
そ
こ
に
あ
り
恵

ま
れ
た
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
島
根

県
立
大
学
は
、
高
台
に
あ
り
、
と
て

も
静
か
な
場
所
で
落
ち
着
き
ま
す
。

　

毎
朝
鳥
の
鳴
き
声
で
目
が
覚
め
、

す
て
き
な
朝
を
迎
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
も
優
し
く
接
し
て
く

だ
さ
っ
て
、
挨
拶
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り

す
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

島
根
県
立
大
学
で
は
、
地
域
活
動
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
も
接
す
る
機
会
が
多
く
あ
り

ま
す
。
自
分
も
ど
ん
ど
ん
積
極
的
に

参
加
し
て
、
地
域
貢
献
し
て
い
き
た

い
で
す
。自
分
に
は
何
が
で
き
る
か
、

何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
、
今
ま
で

に
な
い
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

総
合
政
策
学
部
１
年　
富
田
早
貴

　

今
年
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
例
年
よ
り
１
日
多
い
、
計
３
回
の

開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ん
と
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
す
。
大
学
生
と
同

じ
講
義
を
受
け
、
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス

を
歩
き
、
気
兼
ね
な
く
話
を
聞
け
る

絶
好
の
機
会
で
す
。

　

高
校
３
年
生
だ
け
で
な
く
、
１
年

生
や
２
年
生
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
７
月
18
日
㈯

※　

第
２
回
は
８
月
９
日
㈰
、
第
３

回
は
９
月
13
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

島
根
県
立
大
学
で
は
年
２
回
、
本

学
の
教
育
・
研
究
・
地
域
連
携
な
ど

の
様
々
な
取
組
を
地
域
の
皆
さ
ん
に

お
伝
え
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
広

報
誌
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
広
報
誌
第
４
号
が
完

成
し
ま
し
た
。
今
号
は
島
根
県
立
大

学
の
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
」
を
特
集
し

て
い
ま
す
。「
キ
ャ
リ
ア
支
援
」と
は
、

学
生
が
自
分
自
身
で
人
生
を
切
り
拓

く
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
を
い
う
も
の
で
、
学
生
が
「
働
く

こ
と
」
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

て
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
指
導
や
、
就
職
活
動

に
臨
む
学
生
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
号
で
は
、
本
学
が
長
期
に
わ

た
り
高
い
就
職
率
を
維
持
し
て
い
る

理
由
や
、
そ
れ
を
支
え
る
キ
ャ
リ
ア

支
援
の
具
体
的
な
取
組
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

広
報
誌
第
４
号
は
、
自
治
会
回
覧

や
県
内
公
共
施
設
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ス
タ
ン
ド
で
の
配
布
な
ど
で
皆
さ
ん

に
お
届
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
号
は
12
月
頃
、
皆
さ
ん
に
お
届

け
す
る
予
定
で
す
。

①
イ
ギ
リ
ス
を
旅
す
る

日
時　
７
月
８
日
㈬

　

午
前
10
時
20
分
～
11
時
50
分

講
師　
キ
ン
バ
リ
ー
・
モ
ー
ガ
ン
さ

ん
（
浜
田
市
国
際
交
流
員
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

②
年
金
制
度
っ
て
な
ん
の
た
め
に
あ

る
ん
だ
ろ
う
？

日
時　
７
月
８
日
㈬

　

午
後
２
時
50
分
～
４
時
20
分

講
師　
太
田
明
秀
さ
ん
（
日
本
年
金

機
構
浜
田
年
金
事
務
所
長
）

会
場　
講
堂

③
旧
那
賀
郡
木
田
村
（
現
浜
田
市
旭

町
木
田
）
が
生
ん
だ
二
人
の
傑
物

①
佐
々
田
懋

日
時　
７
月
８
日
㈬　
　

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
飯
田
泰
三
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
名
誉
教
授
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

④
ロ
シ
ア
を
旅
す
る

日
時　
７
月
15
日
㈬

　

午
前
10
時
20
分
～
11
時
50
分

講
師　
ナ
タ
リ
ア
・
ボ
ル
ホ
ド
ー
エ

ワ
さ
ん
（
島
根
県
国
際
交
流
員
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

⑤
缶
コ
ー
ヒ
ー
発
明
物
語
～
三
浦
義

武
の
生
涯
～

日
時　
７
月
17
日
㈮

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
神
英
雄
さ
ん
（
安
来
市
加
納

美
術
館
長
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）
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vol.141
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

入
学
し
て
３
か
月
が

た
ち
ま
し
た

第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
ご
案
内

県
大
広
報
誌
「
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」

第
４
号
を
発
行

公
開
講
座
の
ご
案
内
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石
正
美
術
館
で
は
、
夏
の
特
別
展

が
始
ま
り
ま
す
。

　

本
館
で
は
、「
石
本
正
新
作
展　

夢
を
か
さ
ね
て
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
本
画
家
・
石
本
正
（
三
隅
町
出
身
）

は
、
95
歳
に
な
る
今
で
も
、
心
の
中

に
次
々
と
浮
か
ぶ
夢
や
空
想
を
幾
重

に
も
重
ね
な
が
ら
絵
を
描
き
続
け
て

い
ま
す
。
本
展
で
は
、
画
家
が
昨
年

描
き
上
げ
た
新
作
約
15
点
を
、
70
年

余
の
画
業
を
振
り
返
る
代
表
作
と
と

も
に
公
開
し
ま
す
。

　

ま
た
新
館
で
は
、「
第
５
回
石
州

和
紙
に
描
い
た
日
本
画
展
」
を
開
催

し
ま
す
。
本
展
は
、
日
本
画
の
素
材

と
し
て
の
可
能
性
を
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
、
石
本
正
が
推
薦
す

る
画
家
や
地
元
ゆ
か
り
の
作
家
を
中

心
に
石
州
和
紙
へ
の
制
作
を
依
頼
し

て
、
描
か
れ
た
新
作
を
展
示
す
る
も

の
で
す
。

　

現
代
作
家
の
瑞
々
し
い
感
性
と
、

伝
統
を
守
り
続
け
る
石
州
和
紙
と
が

共
鳴
し
合
い
生
ま
れ
た
作
品
を
ぜ
ひ

会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期　
７
月
４
日
㈯
～
９
月
27
日
㈰

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金一

般　
　

８
０
０
円（
７
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

特
別
観
覧
券
・
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

　

Ｌ
コ
ー
ド
６
８
４
７
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

※　

（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

開
館
、
翌
日
休
館
）

※　

７
月
３
日
㈮
ま
で
展
示
替
え
の

た
め
休
館
で
す
。

　丸めた新聞紙を粘土のように自由に使い、触れて感じた重さや張り、
盛り上がりを表現。さらに和紙を使うことで複雑な色彩の表現を楽し
むことができます。
日時　７月９日㈭　午後１時～３時　　参加料　2，000円
場所　石正美術館創作室
講師　島根臨床美術の会

　この教室は、石本が「絵を描く喜び」を多くの人に伝えたいと願い、
平成13年の開館時から始まりました。ここには絵を描く喜びが満ちて
います。全国各地から訪れる人々と一緒に楽しく絵を描きませんか。
日時　７月11日㈯・12日㈰（要予約）　　定員　30人
場所　石正美術館創作室　　　　　　　　料金　7，500円
特別参加　池田知嘉子さん（日本画家・創画会准会員）
※　第５回石州和紙に描いた日本画展出品作家の１人、池田知嘉子さ
ん（日本画家）が特別参加されます。受講生の皆さんと一緒に裸婦
デッサンを描かれる予定です。  
問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

《本館・新館展示室》
【本館】
石本正新作展　夢をかさねて
【新館】
第５回石州和紙に描いた日本画展
　７月４日㈯～９月27日㈰

《イベント情報》
石州和紙でうちわ・灯ろうづくり
７月４日㈯　午後１時～３時
７月20日㈷　午後１時～３時

※　料金など、詳しくはお問い
合わせください。
カホンｄｅハッピーコンサート
７月25日㈯　午後２時～３時
入場料　無料
スクラップブッキングＣｌｕｂ
７月31日㈮　午後１時～３時
材料費　300円

松倉茂比古「春めく」2014年

有

料

広

告

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎おとなのアートサロン　臨床美術｢立体かぼちゃ」

◎第48回石本正絵画教室（裸婦デッサン会）
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現
在
、世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

「
県
立
浜
田
高
等
学
校
所
蔵
作
品
集
」

を
も
と
に
、
浜
田
高
校
ゆ
か
り
の
物

故
作
家
及
び
島
根
県
外
で
活
躍
し
て

い
る
人
の
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

浜
田
の
日
本
画
の
草
分
け
で
あ
る

中
原
芳
煙
の
「
晩
秋
乃
群
鹿
」
は
、

鹿
の
毛
を
一
本
一
本
丁
寧
に
描
い
て

あ
り
、
ふ
ん
わ
り
と
し
た
毛
並
み
が

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
家
の
慈
愛

に
満
ち
た
眼
差
し
で
描
か
れ
た
作
品

は
、
心
地
よ
い
感
動
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。ま
た
洋
画
家
佐
々
木
信
平
は
、

人
々
の
温
か
さ
や
自
然
の
美
し
さ
を

描
い
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
ほ
か
珠
玉
の
作
品
を
集
め
ま

し
た
。
作
家
の
不
断
の
努
力
や
思
い

を
感
じ
な
が
ら
、
浜
田
の
す
て
き
な

美
術
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
７
月
12
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

小
学
・
中
学
生　

１
０
０
円

　

夏
の
恒
例
と
な
っ
た
参
加
体
験
型

の
現
代
美
術
展
を
７
月
18
日
㈯
か
ら

開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ア
ー
ト
の

秘
密
基
地
」
で
す
。“
秘
密
基
地
”

や
“
か
く
れ
ん
ぼ
”
な
ど
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
や
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
布
な
ど
様
々

な
素
材
を
使
っ
た
作
品
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
た
空
間
“
秘
密
基
地
”
を

体
験
し
に
、ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期　
９
月
27
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に

１
階
創
作
室
に
て
。

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

《
ト
ン
ト
コ
ハ
ウ
ス
づ
く
り
》

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
と
木
の
釘
を
使
っ
て
、

展
覧
会
に
出
品
す
る
作
品
を
作
ろ
う
。

◎
７
月
18
日
㈯　

午
前
11
時
～
正
午

講
師　
マ
ス
ダ
マ
キ
コ
さ
ん（
作
家
）

参
加
費　
無
料

※　

作
品
は
持
ち
帰
り
で
き
ま
せ
ん
。

《
ひ
つ
じ
の　
ゆ
め
の　
か
ざ
り
も
の
》

　

ひ
つ
じ
を
モ
チ
ー
フ
に
カ
ラ
フ
ル

な
モ
ビ
ー
ル
を
作
ろ
う
。

◎
７
月
18
日
㈯

講
師　
浅
野
耕
平
さ
ん
（
作
家
）

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
ト
ン
ト
コ
イ
ス
を
つ
く
ろ
う
》

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
と
木
の
釘
で
し
っ
か

り
座
れ
る
イ
ス
作
り
に
挑
戦
！

◎
７
月
18
日
㈯

講
師　
マ
ス
ダ
マ
キ
コ
さ
ん（
作
家
）

定
員　
先
着
30
人

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
お
し
ゃ

れ
！
ぐ
る
ぐ
る
あ
み
あ
み
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
》

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
て

帽
子
や
マ
フ
ラ
ー
を
編
ん
で
み
よ
う
。

◎
７
月
19
日
㈰

講
師　
中
村
潤め

ぐ

さ
ん
（
作
家
）

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
石
け
ん
彫
刻
》

◎
７
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
お
し
ゃ
れ
な
プ
ラ
板
》

◎
７
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
天
然
石
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
》

◎
７
月
20
日
㈷

定
員　
先
着
30
人

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
ミ
ニ
黒
板
づ
く
り
》

◎
７
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

■
一
般
講
座
の
お
知
ら
せ

《
天
然
石
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室
》

◎
７
月
20
日
㈷　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
１
階
創
作
室

定
員　
20
人

参
加
費　
１
人
１
、
０
０
０
円

講
師　
畑
岡
律
香
さ
ん

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

中原芳煙　「晩秋乃群鹿」

７
月
の
休
館
日

月
曜
日　
６
日
・
13
日

展
示
替　
14
日
㈫
～
17
日
㈮

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.223

有

料

広

告

「
浜
田
の
日
本
画
と
洋
画
」

浜
田
高
校
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

ア
ー
ト
の
秘
密
基
地

７
月
の
イ
ベ
ン
ト
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中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

☆
星
空
観
察
会

　

自
然
観
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

に
よ
る
夏
の
星
空
観
察
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
７
月
31
日
㈮

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

（
予
定
）

場
所　
中
央
図
書
館
及
び
周
辺

対
象　
小
学
生
・
中
学
生
（
保
護

者
同
伴
）

定
員　
先
着
16
人

申
込
締
切
日　
７
月
24
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

☆
映
画
会

子
ど
も
映
画
会

日
時　
７
月
19
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
10
分

タ
イ
ト
ル　
う
っ
か
り
ペ
ネ
ロ
ペ

大
好
き
！
タ
ー
タ
、
フ
ィ
ー

フ
ィ
編
（
２
０
１
３
年
キ
ン
グ

レ
コ
ー
ド
作
品
）

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
７
月
26
日
㈰

中
央
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

※　

季
節
の
お
す
す
め
本
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
タ
ン
ポ
ポ
お
は
な
し
会

　

お
話
を
覚
え
て
語
る
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
。
ひ
と
味
違
う
世
界

を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
５
日
㈰

午
後
３
時
～
３
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
第
２
ホ
ー
ル

対
象　
５
歳
か
ら
大
人
ま
で

定
員　
先
着
20
人

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ

ん
。

金
城
図
書
館

み
ど
か
ん
倶
楽
部
お
は
な
し
会

日
時　
７
月
11
日
㈯

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
13
日
㈪
・
27
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

三
隅
図
書
館

開
館
時
間

　

火
曜
日
～
金
曜
日

　
　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

　図書館では、司書がリレー形式でおす
すめの１冊を紹介していきます。
中央図書館　司書のおすすめ
「世界一の写真集」

パイ・インターナショナル刊
（分類２９０．８セカ）

　本書はタイトルどおり、様々な「世界
一」を紹介した写真集です。世界最古の
砂漠・世界最長の川・世界最高峰の山と
いった地球が作り出した世界一から、世
界最長の吊り橋や世界最大の仏教遺跡と
いった人間が作った世界一まで、60の世
界一が、美しい写真と解説で紹介されて
います。
　また、ホテルや空港など、ちょっと意
外な世界一も紹介されていて、ページを
めくるのが楽しい１冊です。

旭
図
書
館

ブ
ッ
く
ん
タ
イ
ム

日
時　
７
月
１
日
㈬

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　
絵
本
の
読
み
語
り
な
ど

三
隅
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
７
月
11
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
よ
る
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

語
り

ペ
タ
ペ
タ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お

は
な
し
の
部
屋
に
あ
る
パ
ネ
ル
の

飾
り
付
け
を
行
い
ま
す
。

７
月
の
テ
ー
マ

き
ら
き
ら
ゆ
ら
り
ん
流
れ
星

☆
テ
ー
マ
ト
ー
ク

日
時　
７
月
20
日
㈷

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　
一
般

語
り
手　
坂
本
文
江
さ
ん

テ
ー
マ　
海
の
豊
か
さ
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
10
分

タ
イ
ト
ル　
名
犬
ラ
ッ
シ
ー
家
路

（
１
９
４
３
年
ア
メ
リ
カ
作
品
）

☆
電
子
紙
芝
居

日
時　
７
月
11
日
㈯
・
26
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

☆
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

　応
援
講
座

　

図
書
館
の
資
料
を
使
っ
た
調
べ

学
習
の
講
座
で
す
。

日
時　
７
月
24
日
㈮

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
中
央
図
書
館

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
１

～
４
年
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　
先
着
15
組
（
30
人
）

申
込
期
間

７
月
３
日
㈮
～
17
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

事
前
に
調
べ
た
い
テ
ー
マ
を

考
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

図書館情報中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！
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日　
７
月
25
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～(

１
時
間
程
度)

集
合
場
所　
マ
リ
ン
大
橋
入
口
付
近

清
掃
場
所　
マ
リ
ン
大
橋
一
帯

※　

参
加
し
た
人
に
、
サ
ポ
ー
ト
通

貨
「
神
楽
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

対
価
と
し
て
進
呈
し
ま
す
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

劇
団
う
り
ん
こ
に
よ
る
舞
台
劇

「
妥
協
点
Ｐ
」
は
、
あ
る
高
校
の
女

生
徒
が
書
い
た
学
級
劇
の
台
本
を
巡

る
、
そ
の
生
徒
と
教
師
た
ち
の
論
争

を
描
い
た
作
品
で
す
。
中
高
生
か
ら

大
人
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
め
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
舞
台
で
す
。

　

12
月
23
日
㈷
の
上
演
に
向
け
て
の

運
営
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
高
校
生
・
大
学
生
・
青
年

活
動
期
間　
８
月
２
日
㈰
か
ら
12
月

23
日
㈷
ま
で
の
土
日
の
う
ち
、
数

回
集
ま
っ
て
活
動
し
ま
す
。

※　

日
程
は
そ
の
都
度
調
整
し
て
決

定
し
ま
す
。

活
動
内
容　

・
宣
伝
活
動
、
チ
ケ
ッ
ト
作
成
・
販

売
、
公
演
に
向
け
た
事
前
準
備
、

当
日
の
運
営
な
ど

・
事
前
の
劇
団
員
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
上
演
後
の
交
流

募
集
人
数　
10
人
程
度

募
集
期
間　
７
月
１
日
㈬
～
24
日
㈮

応
募
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
１
回
実
行
委
員
会　

日　
８
月
２
日
㈰　

午
後
７
時
～

場　
浜
田
の
ま
ち
の
縁
側

応
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ

劇
場
「
妥
協
点
Ｐ
」
実
行
委
員
会

（
☎
�
６
３
９
６
）　

Em
ail

：oyako-chan

＠h8.dion.
ne.jp

　

歌
唱
に
自
信
の
あ
る
人
、
自
薦
他

薦
も
含
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
出
演
申

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

予
選
審
査
会

　

本
選
出
場
者
男
女
各
15
組
を
決
定

し
ま
す
。

日　
８
月
30
日
㈰　

午
後
１
時
～

※　

詳
し
く
は
申
込
受
付
終
了
後
、

後
日
案
内
し
ま
す
。

参
加
資
格　
石
央
地
域
（
浜
田
市
・

江
津
市
・
邑
智
郡
）
に
在
住
又
は

勤
務
し
て
い
る
個
人
又
は
グ
ル
ー

プ
（
年
齢
不
問
）

歌
唱
曲　
カ
ラ
オ
ケ
・
ソ
ロ
演
奏
・

バ
ン
ド
演
奏
可
（
カ
ラ
オ
ケ
で
歌

唱
す
る
人
は
、
カ
ラ
オ
ケ
Ｃ
Ｄ
を

申
込
時
又
は
予
選
会
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。）

料　
５
０
０
円
（
個
人
又
は
１
グ
ル

ー
プ
）

大
学
生
以
下　

無
料

※　

本
選
出
演
に
決
定
し
た
人
は
、

別
途
１
人
１
、
０
０
０
円
必
要
で

す
。

申
込
締
切
日　
７
月
27
日
㈪
（
当
日

消
印
有
効
）

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

話
又
は
携
帯
電
話
番
号
）・
歌
唱

曲
名
及
び
歌
手
名
を
記
入
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

本
選

日　
12
月
６
日
㈰　

開
場　
午
後
０
時
30
分

開
演　
午
後
１
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

申
・
問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
【
〒
６

９
７
‐
０
０
２
４　

黒
川
町
４
１

７
５
（
☎
�
２
１
０
０
）】

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
洋
環
境
保

全
思
想
の
普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
海

洋
環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
啓
発

資
料
と
し
て
活
用
す
る
予
定
で
す
。

対
象

・
小
学
生
（
小
学
生
低
学
年
の
部
・

高
学
年
の
部
）

・
中
学
生
（
中
学
生
の
部
）

応
募
期
間　

９
月
９
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

料　
無
料

※　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/08kanku/
ham

ada/

問

浜
田
海
上
保
安
部
警
備
救
難
課

　

古
田
さ
ん
（
☎
�
０
７
７
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

募

　
集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

劇
団
う
り
ん
こ

舞
台
劇
「
妥
協
点
Ｐ
」

　
　
　
　
運
営
実
行
委
員

そ
の
日
あ
な
た
は
、
す
で
に
ス
タ
ー

石
央
紅
白
歌
合
戦
予
選
出
場
者

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

海
上
保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
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夏
期
短
期
教
室

対
象　
25
ｍ
を
泳
げ
な
い
子
ど
も

期
間

第
１
回　

７
月
21
日
㈫
～
24
日
㈮

（
４
日
間
）

第
２
回　

８
月
４
日
㈫
～
７
日
㈮

（
４
日
間
）

時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

定　
各
回
先
着
50
人

料　
６
、
０
０
０
円

※　

無
料
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夏
が
来
た
！
特
別
企
画
！

プ
ー
ル
一
般
無
料
開
放
実
施

日　
７
月
19
日
㈰

午
前
11
時
～
午
後
４
時

料　
無
料

※　

小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

盆
子
原
さ
ん
・
大
濱
さ
ん

（
☎
�
０
２
３
０
）

　

脳
卒
中
は
脳
の
血
管
に
異
常
が
生

じ
る
病
気
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
脳

梗
塞
・
脳
出
血
・
く
も
膜
下
出
血
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
病
気
を
よ
く
知
る
こ
と
で
、
病

気
の
発
症
を
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

日　
７
月
22
日
㈬

午
後
６
時
～
７
時

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
脳
卒
中
～
病
気
を
知
っ
て

予
防
し
よ
う
！
～

講
師　
加
川
隆
登
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
脳
神
経
外
科
部
長
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

　

裸
婦
写
生
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
７
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

（
26
日
㈰
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

３
時
30
分
ま
で
）

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
６
、
５
０
０
円

講
師　
北
本
雅
己
さ
ん（
日
展
会
員
・

東
光
会
理
事
）

申
込
締
切
日　
７
月
20
日
㈷

申
込
方
法　
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

床
を
汚
さ
な
い
た
め
の
敷
物
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
山
光
会　

近
藤
隆
夫
さ
ん

【
〒
６
９
７
‐
０
０
５
２　

港
町

16
番
地
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
５
９
２
４
）】

　

浜
田
の
石
見
神
楽
を
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
見
る
石

見
神
楽
を
、
よ
り
一
層
楽
し
く
観
賞

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

日　
７
月
26
日
㈰　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

①
演
題　
石
見
神
楽
面
の
技
法
と
そ

の
歩
み
に
つ
い
て

講
師　
柿
田
勝
郎
さ
ん
（
柿
田
勝

郎
面
工
房
代
表
）

②
演
題　
浜
田
の
石
見
神
楽
の
特
徴
、

演
目
、
採
り
物
に
つ
い
て

講
師　
日
高
均
さ
ん
（
西
村
神
楽

社
中
代
表
）

③
石
見
神
楽
上
演
（
30
分
程
度
）

料　
無
料

※　

テ
キ
ス
ト
と
し
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
「
浜
田
の
石
見
神
楽
」【
定
価

１
、
９
４
４
円
（
税
込
）】
を
使
用

し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
７
月
15
日
㈬

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
又
は

直
接
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
商
工
会
議
所

に
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
総
務
課

【
〒
６
９
７
‐
０
０
２
７　

殿
町

１
２
４
‐
２
（
☎
�
３
０
２
５
・

▢ＦＡＸ
�
５
４
０
０
）】

　

今
年
度
は
、
初
心
者
の
入
門
コ
ー

ス
と
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
人
へ

の
応
用
コ
ー
ス
の
２
講
座
を
開
講
し

ま
す
。
挨
拶
・
自
分
の
名
前
・
趣
味

な
ど
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
手
話
を

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日　
７
月
31
日
㈮
～
10
月
２
日
㈮　

毎
週
金
曜
日
（
全
９
回
）

※　

８
月
14
日
は
休
講
と
し
、
８
月

20
日
の
み
木
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

時
間　
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

（
講
義
が
あ
る
場
合
は
午
後
５
時

ま
で
）

場　
国
府
公
民
館

定　
入
門
コ
ー
ス　

先
着
５
人

応
用
コ
ー
ス　

先
着
15
人

料　
無
料

申
込
期
間　
７
月
１
日
㈬
～
24
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
ろ
う
学
校　

中
濃
さ

ん
（
☎
�
０
１
４
６
）

有

料

広

告

教
室
・
講
座

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

山
光
会
浜
田
洋
画
講
習
会

～
知
れ
ば
倍
増
・
神
楽
の
魅
力
～

浜
田
の
石
見
神
楽
講
習
会

浜
田
ろ
う
学
校
手
話
講
座
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初
心
者
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。
ラ

ケ
ッ
ト
の
貸
出
し
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
下
（
ジ
ュ
ニ
ア
）

中
学
生
以
上
（
一
般
）

日　
８
月
21
日
㈮
～　

毎
週
金
曜
日
（
延
べ
10
回
）

午
後
７
時
～
９
時

場　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定　
両
コ
ー
ス
合
わ
せ
て
先
着
40
人

料　
ジ
ュ
ニ
ア　

１
、
５
０
０
円

一
般　
　
　

３
、
０
０
０
円

※　

傷
害
保
険
な
ど
は
個
人
で
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。
希
望
者
に
は
郵
送
も

行
い
ま
す
。

http://w
w
w
.kkisp.jp/

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

浜
田
商
工
会
議
所
で
は
、「
浜
田

の
石
見
神
楽
」
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
、
浜
田
の
石
見

神
楽
検
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

日　
８
月
22
日
㈯

受
付　
午
後
２
時
～

試
験　
午
後
２
時
30
分
～

・
一
般　
　
　
　
　
　
　
　

90
分

・
子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）
60
分

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
試
験
内
容　
浜
田
の
石
見
神
楽
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
事
項

※　

主
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
浜
田
の

石
見
神
楽
」
か
ら
出
題
し
ま
す
。

※　

選
択
方
式
・
○
×
方
式
・
部
分

記
入
方
式
で
１
０
０
問
以
内
で
す
。

（
中
学
生
以
下
は
○
×
方
式
で
50

問
）

※　

正
答
率
70
％
以
上
で
合
格
と
な

り
ま
す
。

料　
大
人　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

高
校
生　
　
　

１
、
０
０
０
円

中
学
生
以
下　
　
　

５
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
24
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
験
料
を
添
え
て
直

接
申
し
込
む
か
、
又
は
現
金
書
留

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
商
工
会
議
所

に
あ
り
ま
す
。

※　

８
月
７
日
㈮
ま
で
に
受
験
票
が

届
か
な
い
場
合
は
、
必
ず
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

試
験
に
は
、
受
験
票
・
筆
記
用

具
・
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
総
務
課

【
〒
６
９
７
‐
０
０
２
７　

殿
町

１
２
４
‐
２
（
☎
�
３
０
２
５
）】

種
類　
裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職
試

験
（
裁
判
所
事
務
官
、
高
卒
者
区

分
）

受
験
資
格　
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
、
高
等
学
校
卒
業
後
２
年
以
内

の
人
及
び
平
成
28
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人
（
平

成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
中
学
校

卒
業
後
２
年
以
上
５
年
未
満
の
人

も
受
験
可
）

受
付
期
間　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　

７
月
14
日
㈫
午
前
10
時
～
23
日
㈭

・
郵
送
受
付

７
月
14
日
㈫
～
17
日
㈮
（
消
印
有

効
）

第
１
次
試
験　
９
月
13
日
㈰

※　

受
験
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w
w
.co

u
rts.g

o
.jp

/
saiyo/index2.htm

l

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
松
江
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
人
事
第
一
係

（
☎
０
８
５
２
�
１
９
６
９
）

海
上
保
安
学
校

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
後
５
年

以
内
の
人

受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　
　

７
月
21
日
㈫
～
30
日
㈭

・
郵
送
・
持
参

７
月
21
日
㈫
～
23
日
㈭

第
１
次
試
験　
９
月
27
日
㈰

海
上
保
安
大
学
校

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
後
２
年

以
内

受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

８
月
27
日
㈭
～
９
月
７
日
㈪

・
郵
送
・
持
参

８
月
27
日
㈭
～
31
日
㈪

第
１
次
試
験　
10
月
31
日
㈯
・
11
月

１
日
㈰

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
浜
田
海
上
保
安
部
管
理
課

（
☎
�
０
７
７
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

石
見
海
浜
公
園

秋
季
テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）

資
格
・
試
験

浜
田
の
石
見
神
楽
検
定
試
験

裁
判
所
職
員

海
上
保
安
学
校

海
上
保
安
大
学
校
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一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈯
～
９
月
８
日
㈫

試
験
日　
９
月
18
日
㈮
又
は
19
日
㈯

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場　
松
江
・
出
雲
・
浜
田
の

各
合
同
庁
舎

海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

み
含
む
）
で
18
歳
以
上
21
歳
未
満

の
人

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈯
～
９
月
８
日
㈫

試
験
日　
９
月
23
日
㈷

試
験
会
場　
出
雲
合
同
庁
舎

自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

○
男
性
（
一
般
）

申
込
締
切
日　
９
月
10
日
㈭

試
験
内
容　
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
・

作
文
・
身
体
検
査
・
口
述
試
験

試
験
日　
９
月
11
日
㈮
又
は
12
日
㈯

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
及
び
出
雲
合
同
庁
舎

○
男
性
（
高
校
生
）

申
込
締
切
日　
９
月
17
日
㈭

①
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
・
作
文

試
験
日　
９
月
18
日
㈮
又
は
19
日
㈯

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場　
松
江
・
出
雲
・
浜
田
の

各
合
同
庁
舎

②
身
体
検
査
・
口
述
試
験

試
験
日　
９
月
26
日
㈯
か
ら
28
日
㈪

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
及
び
出
雲
合
同
庁
舎

○
女
性

受
付
期
間

８
月
１
日
㈯
～
９
月
８
日
㈫

試
験
内
容　
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
・

作
文
・
身
体
検
査
・
口
述
試
験

試
験
日　
９
月
29
日
㈫

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
及
び
出
雲
合
同
庁
舎

説
明
会

日　
７
月
４
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場　
浜
田
合
同
庁
舎

※　

受
験
資
格
の
年
齢
は
、
全
て
平

成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
す
。

※　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

浜
田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane

対
象　

・
来
春
ま
で
に
学
校
な
ど
を
卒
業
見

込
み
の
人
や
そ
の
保
護
者

・
転
職
を
希
望
し
て
い
る
人

・
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
た
め
、
就
職
を

希
望
し
て
い
る
人

日　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

・
午
前
10
時
30
分
～
正
午

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
西
部
高
等
技
術
校
（
益
田
市
）

説
明
内
容

・
訓
練
科
の
説
明

・
関
連
職
種
の
案
内

・
修
了
生
の
就
職
状
況

・
施
設
・
授
業
の
見
学

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
西
部
高
等
技
術
校
指
導
課

佐
々
木
さ
ん
（
☎
０
８
５
６
�
２

４
５
０
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
６
�
２
４
５

１
）

E
m
a
il:seib

u
k
o
to

g
i@

p
ref.

shim
ane.lg.jp

　

終
戦
か
ら
今
年
で
70
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
市
内
在
住
の
遺
族

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
貴

重
な
資
料
を
多
数
展
示
し
、
戦
争
に

つ
い
て
改
め
て
問
い
か
け
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
資
料
館
友

の
会
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
も

あ
り
ま
す
。

期
間　
７
月
１
日
㈬
～
８
月
30
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
場　
浜
田
郷
土
資
料
館

展
示　
戦
後
70
年
を
過
ぎ
る
今　

忘

れ
て
は
い
け
な
い
戦
争
の
こ
と

～
戦
争
当
時
の
浜
田
の
く
ら
し
～

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

作
品
の
展
示
・
障
が
い
者
施
設
の

作
品
販
売
・
喫
茶
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
の
場
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
ど
な

た
も
遊
び
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
７
月
３
日
㈮
・
４
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
４
日
㈯

は
正
午
ま
で
）

場　
サ
ロ
ン
ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら

（
新
町
）

問　
サ
ロ
ン
ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら

（
☎
�
１
３
５
７
）

紺
屋
町
商
店
街

　

七
夕
フ
ェ
ス
タ
（
４
日
㈯
）
の
ほ

か
、各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日　
７
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯
・
18
日

㈯
（
雨
天
中
止
）

午
後
７
時
～
９
時
30
分

場　
こ
ん
や
ま
ち
商
店
街
ふ
れ
あ
い

ロ
ー
ド
（
歩
行
者
天
国
）

問　
段
原
酒
店
（
☎
�
０
３
２
３
）

新
町
商
店
街

　

神
楽
上
演
や
金
魚
す
く
い
、
各
種

お
祭
り
屋
台
な
ど
新
町
祭
り
を
開
催

し
ま
す
。

日　
７
月
18
日
㈯
・
25
日
㈯
（
雨
天

中
止
）　

午
後
７
時
～
９
時
30
分

場　
新
町
通
り
（
歩
行
者
天
国
）

問　
平
野
屋
（
☎
�
０
２
３
６
）

銀
天
街

　

神
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
大
蛇
な
ど
を
上
演
し
ま
す
。

日　
７
月
25
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

午
後
５
時
30
分
～
９
時
30
分

場　
浜
田
駅
前
銀
天
街
ど
ん
ち
っ
ち

タ
ウ
ン
周
辺
（
歩
行
者
天
国
）

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

西
部
高
等
技
術
校

見
学
説
明
会

企
画
展
「
戦
後
7０
年
を

過
ぎ
る
今　
忘
れ
て
は

い
け
な
い
戦
争
の
こ
と
」

ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら
見
学
会

浜
田
市
商
店
街
土
曜
夜
市

自
衛
官
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問　
銀
天
街
事
務
所

（
☎
�
７
７
９
２
）

殿
町
商
店
街

　
「
さ
ま
ー
イ
ン
と
の
ま
ち
」
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
、
石
見
神
楽
の

上
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
26
日
㈰
（
小
雨
決
行
・
雨

天
中
止
）
午
後
６
時
～
９
時
30
分

場　
石
神
社
境
内（
浜
田
警
察
署
横
）

問　
ポ
ム
・
ア
ン
・
ク
ル
ー
ト

（
☎
�
５
５
３
１
）

　

海
に
生
き
抜
く
船
乗
り
た
ち
の
素

直
な
感
動
と
生
き
る
喜
び
・
人
生
の

充
実
感
・
自
然
の
美
し
さ
・
大
切
さ

が
分
か
る
写
真
（
約
40
点
）
を
展
示

し
ま
す
。

日　
７
月
４
日
㈯
～
10
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
10
日
㈮
は
正
午
ま
で
）

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

料　
無
料

問　
波
濤
会
浜
田
支
部　

浜
田
修
一
さ
ん
（
☎
�
０
７
６
９
）

　

お
い
し
い
空
気
を
味
わ
い
な
が
ら

初
夏
の
久
佐
路
で
い
い
汗
を
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

心
地
よ
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る

新
し
い
コ
ー
ス
で
す
。

対
象　
健
康
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も

※　

小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
５
日
㈰

受
付　
午
前
９
時
30
分
～
45
分

ス
タ
ー
ト　
午
前
10
時

集
合
場
所　
久
佐
公
民
館

コ
ー
ス　
４
㎞
、
５
・
５
㎞

料　
３
０
０
円
（
昼
食
代
）

※　

保
険
料
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会
が
負
担
し
ま
す
。

※　

飲
物
・
タ
オ
ル
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
久
佐
公
民
館

（
☎
�
２
６
６
６
）

浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会　

西

川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９
５
０
７

‐
１
７
５
５
）

　

少
し
話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
人
、

悩
み
を
聞
い
て
ほ
し
い
人
な
ど
、
年

齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
少
し
息

抜
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
は
塩
分
チ
ェ

ッ
ク
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
、
味
噌
汁
な
ど
を
コ
ッ
プ
半

分
程
度
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
先
着

20
人
で
す
。

　

昼
食
を
希
望
す
る
人
は
、
弁
当
を

用
意
し
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
電

話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
７
日
㈫　

午
前
11
時
～
午
後
２
時
30
分

場　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
偕
生
園

会
議
室

料　
お
茶　

無
料

コ
ー
ヒ
ー　

１
杯
１
０
０
円

弁
当　

６
０
０
円
（
要
予
約
）

問　
偕
生
園　

湯
浅
さ
ん
・
三
明
さ

ん
（
☎
�
５
７
５
５
）

　

交
通
の
不
便
な
石
見
地
方
で
す
が
、

ど
う
し
た
ら
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

を
向
上
さ
せ
、
住
み
慣
れ
た
所
で
生

き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の
意
見
も
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
11
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
白
砂
公
民
館
図
書
室

講
師　
三
賀
森
貴
弘
さ
ん
（
島
根
県

立
大
学
総
合
政
策
学
部
卒
業
生
）

演
題　
交
通
の
不
便
な
地
域
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
向
上
に
必
要
な
こ
と
～
も
し
も

ひ
や
こ
る
バ
ス
が
な
く
な
っ
た

ら
？
～

料　
無
料

問　
白
砂
公
民
館

（
☎
�
１
２
８
８
）

　
「
学
び
・
健
や
か
・
暮
ら
し
い
き

い
き
」
を
テ
ー
マ
に
、
生
涯
を
元
気

に
過
ご
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
集
い
を
開
催
し
ま
す
。
団
体
の
活

動
報
告
や
劇
・
体
操
・
各
種
健
康
測

定
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
12
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
１
時

場　
弥
栄
会
館

料　
無
料

問　
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
６
５
６
）

　

日
頃
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
古
典

芸
能
「
能
」
の
台
本
に
つ
い
て
、
登

場
人
物
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
楽
し
み
方

の
解
説
を
交
え
て
読
む
会
で
す
。

　

今
回
は
、
義
経
と
静
御
前
の
離
別

を
題
材
に
し
た
人
気
曲
「
船
弁
慶
」

の
意
訳
付
き
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま

す
。
前
半
の
悲
話
と
後
半
の
平
家
の

怨
霊
と
の
激
闘
の
場
面
な
ど
、
と
て

も
見
所
の
多
い
曲
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日　
７
月
12
日
㈰　

午
後
１
時
～
２
時

場　
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー

ル
料　
無
料

※　

謡
本
を
持
っ
て
い
る
人
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問　
観か

ん

世ぜ

流り
ゅ
う

青せ
い

謳お
う

会か
い　

中
谷
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
８
８
９
‐
１
９

７
１
）

　

冷
麺
・
お
に
ぎ
り
・
焼
き
そ
ば
・

た
こ
焼
き
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
か
き
氷
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
無

料
で
す
。

日　
７
月
17
日
㈮

午
後
６
時
～
８
時

場　
こ
く
ぶ
学
園
正
面
玄
関
前

問　
こ
く
ぶ
学
園

（
☎
�
０
０
８
４
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

生
涯
学
習
と

　
　
　
健
康
福
祉
の
集
い

古
典
の
謡よ

み
聞
か
せ

第
７
回
「
船
弁
慶
」

こ
く
ぶ
学
園
夕
涼
み
会

健
康
ウ
ォ
ー
ク
㏌
久
佐

寄
り
あ
い
喫
茶
「
か
い
せ
い
」

講
演
会

「
交
通
の
不
便
な
地
域
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
必
要
な
こ
と
」

第
25
回
波は

濤と
う

を
越
え
て

「
１
マ
イ
ル
」
展
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成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
健
全
な
食
生
活
は
、
健
康
な

心
身
を
育
む
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
り
、
将
来
の
食
習
慣
を
身

に
付
け
る
上
で
大
き
な
影
響
を
与
え

る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
基
礎

づ
く
り
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た

め
親
子
給
食
会
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　
幼
児
と
保
護
者
に
分
か
れ
、

栄
養
教
諭
が
お
話
を
し
ま
す
。
話

の
後
は
、
小
学
校
低
学
年
用
の
給

食
を
食
べ
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
平
成
28
年
度
小

学
校
入
学
予
定
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者

日　
７
月
18
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場　
浜
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

定　
35
組

料　
１
組
５
０
０
円

申
込
期
間　
７
月
１
日
㈬
午
前
９
時

～
10
日
㈮
正
午

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。　

申
・
問　
浜
田
市
学
校
給
食
会

（
☎
�
８
６
０
０
）

　

い
よ
い
よ
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の
到

来
で
す
。
次
の
と
お
り
海
水
浴
場
を

設
置
し
ま
す
。

　

な
お
、
例
年
海
開
き
初
日
に
実
施

し
て
い
ま
し
た
宝
探
し
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
は
実
施
せ
ず
、
安
全
祈
願
祭
の

み
行
い
ま
す
。

期
間　
７
月
18
日
㈯
～
８
月
16
日
㈰

場　
国
府
海
水
浴
場

注
意　
大
雨
・
暴
風
・
波
浪
警
報
が

発
表
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、
安

全
に
遊
泳
が
で
き
な
い
と
判
断
し

た
場
合
は
、
遊
泳
を
禁
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
安
全
な
海
水
浴

に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
市
観
光
協
会
国
府
支
部

（
☎
�
２
５
６
５
）

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
18
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

‐
５
９
６
０
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
、

和
紙
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
体
験
の

ほ
か
、
８
月
16
日
㈰
に
三
隅
川
で
行

わ
れ
る
灯
篭
流
し
の
灯
篭
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

日　
７
月
19
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

Ａ
３
判　
　

（
１
枚
）
６
０
０
円

つ
け
染
め　

（
１
枚
）
５
０
０
円

う
ち
わ　
　

（
１
個
）
１
０
０
円

灯
篭　
　
　

（
１
個
）
３
０
０
円

※　

う
ち
わ
の
み
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

き
き
酒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
い
ろ
い

ろ
な
島
根
の
地
酒
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

対
象　
県
内
に
在
住
又
は
勤
務
し
て

い
る
20
歳
以
上
の
人

日　
７
月
19
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
４
階

定　
先
着
50
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
８
日
㈬

申
込
方
法　
参
加
者
の
氏
名
・
住
所
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
郵
便
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

飲
酒
運
転
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
車
で
来
場
す
る
場
合

は
、
飲
酒
を
し
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

を
確
保
し
た
上
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
島
根
県
酒
造
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.shim

ane-sake.
or.jp/

申
・
問　
島
根
県
酒
造
組
合
【
〒
６

９
０
‐
０
０
１
１　

松
江
市
東
津

田
町
１
２
５
８
‐
１
（
☎
０
８
５

２
�
５
５
９
５
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
２
�

５
７
３
９
）】

Em
ail:shim

ane-sake@
shim

ane.
or.jp

　

今
年
で
11
回
目
を
迎
え
る
ど
ろ
ん

こ
祭
り
。
田
ば
や
し
や
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
ア
ー
ト
・
花
火
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
25
日
㈯　

午
後
４
時
～

　

独
身
男
女
を
対
象
と
し
た
婚
活
バ

ス
ツ
ア
ー
「
男
女
の
で

（
出
会
い
）愛

を
応
援
し

ま
す
」
を
開
催
し
ま
す
。
出
雲
蕎
麦

打
ち
体
験
や
出
雲
大
社
神
門
通
り
の

散
策
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｕ

Ｐ
へ
つ
な
げ
る
出
会
い
を
つ
く
り
ま

す
。

対
象　
独
身
男
女
各
15
人

日　
７
月
26
日
㈰

午
前
８
時
15
分
～
午
後
６
時
30
分

集
合
時
間　
午
前
８
時

集
合
場
所　
浜
田
市
役
所
東
分
庁
舎

前
駐
車
場　

コ
ー
ス　
出
雲
市（
蕎
麦
打
ち
体
験
）、

出
雲
大
社
神
門
通
り
か
ら
本
殿
ま

で
を
散
策

料　
男
性　

６
、
０
０
０
円

　
　

女
性　

４
、
０
０
０
円

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ら
ん
ぐ
・
ざ
ー
む

（
☎
�
４
５
６
２
）

場　
上
今
明
地
区
（
三
隅
町
）

※　

会
場
付
近
に
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
。
井
野
公
民
館
か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
井
野
公
民
館
（
☎
�
０
０
０
７
）

親
子
給
食
会

国
府
海
水
浴
場
海
開
き

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

　
　
　
も
の
づ
く
り
体
験

島
根
県
素
人
き
き
酒

　
　
　
　
　
選
手
権
大
会

上
今
明
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
ど
ろ
ん
こ
祭
り

男
女
の
で（

出
会
い
）愛を

応
援
し
ま
す
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赤
瓦
の
民
家
が
連
な
る
下
府
町
で
、

街
並
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

迷
路
の
よ
う
な
路
地
を
歩
き
、
鉄
道

や
国
道
が
開
通
す
る
前
の
原
風
景
や

江
戸
時
代
の
街
道
の
面
影
を
探
し
、

地
形
観
察
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日　
７
月
26
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
浜
田
東
中
学
校
前
の
下

府
川
沿
い

料　
無
料 

申
込
締
切
日　
７
月
24
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
建
築
士
会
浜
田
支
部

（
☎
�
０
９
９
３
）

　

琴
城
流
大
正
琴
振
興
会
浜
田
支
部

発
足
30
周
年
の
節
目
の
会
と
し
て
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

美
し
い
音
色
の
大
正
琴
の
発
表
の
ほ

か
、
祝
い
こ
み
や
日
舞
・
剣
舞
・
石

見
神
楽
な
ど
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
は
、
浜

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　
７
月
26
日
㈰　

正
午
～

場　
三
隅
発
電
所
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
琴
城
流
大
正
琴
振
興
会
浜
田
支

部　

山
田
さ
ん
（
☎
�
０
３
４
４
）

　
「
ヒ
ロ
シ
マ
へ
の
旅
」・「
あ
の
山

に
登
ろ
う
よ
」「
交
通
安
全
ア
ニ
メ
」

（
予
定
）
を
上
映
し
ま
す
。

日　
７
月
31
日
㈮
（
雨
天
中
止
）

午
後
７
時
20
分
～
８
時
45
分

場　
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

料　
無
料

問　
瀬
戸
ケ
島
ア
ニ
メ
実
行
委
員
会

浜
田
修
一
さ
ん
（
☎
�
０
７
６
９
）

　

今
年
も
浜
田
市
の
夏
を
彩
る
浜
っ

子
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
会
場

の
浜
田
漁
港
に
は
、
市
民
の
店
を
含

む
約
１
５
０
の
各
種
夜
店
が
並
び
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
石
見
神
楽
上
演

の
ほ
か
、
市
民
の
ス
テ
ー
ジ
・「
観

光
大
使
は
ま
だ
」
交
代
式
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
ま

つ
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
、
約

５
、
０
０
０
発
の
花
火
を
夜
の
港
に

打
ち
上
げ
ま
す
。

日　
８
月
１
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
後
４
時
30
分
～
10
時

※　

荒
天
中
止
の
場
合
は
、
花
火
の

み
翌
日
２
日
㈰
に
順
延
し
ま
す
。

場　
浜
田
漁
港
７
号
岸
壁
周
辺

問　
浜
田
市
観
光
協
会
内　

浜
っ
子

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
１
０
８
５
）

　

独
身
男
女
を
対
象
と
し
た
交
流
イ

ベ
ン
ト
「
浴
衣
ｄ
ｅ
花
火
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

花
火
を
楽
し
め
る
会
場
で
、
和
を

感
じ
る
優
雅
な
時
間
や
旬
の
料
理
を

味
わ
い
な
が
ら
、
こ
の
夏
新
た
な
出

会
い
を
広
げ
ま
せ
ん
か
？
当
日
は
、

ぜ
ひ
浴
衣
を
着
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象　
20
～
40
歳
代
の
独
身
男
女

日　
８
月
１
日
㈯　

午
後
３
時
30
分
～
８
時
30
分
（
予

定
）

※　

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
は
、
自
由
に

花
火
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。

場　
鈴
蘭
別
館

定　
先
着
30
人
（
男
女
各
15
人
）

料　
男
性　

４
、
５
０
０
円

　
　

女
性　

３
、
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
21
日
㈫

申
込
方
法　

参
加
申
込
書
・
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
カ
ー
ド
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

参
加
申
込
書
・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

カ
ー
ド
は
、
本
庁
政
策
企
画
課
及

び
各
支
所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※　

参
加
者
に
は
、
後
日
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚

活
推
進
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０

１　

殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
２
０

０
・
▢ＦＡＸ
�
１
８
６
６
）】

Em
ail:seisaku@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

日　
８
月
１
日
㈯　

午
前
９
時
～
正
午

場　
今
福
ス
ポ
ー
ツ
広
場

定　
先
着
96
人

料　
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
24
日
㈮

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ　

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
き
ん
た

（
☎
�
１
２
３
８
・
▢ＦＡＸ
�
１
１
６

６
）

　

小
さ
な
子
ど
も
を
対
象
に
、
親
子

で
一
緒
に
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

ミ
ニ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
が
加
わ

っ
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま

す
。
実
際
に
楽
器
に
触
れ
る
体
験
も

で
き
ま
す
。

対
象　
乳
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
と

そ
の
保
護
者

日　
８
月
２
日
㈰　

開
演　
午
前
11
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
一
般　

８
０
０
円

高
校
生
以
下　

無
料

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

第
23
回
我
が
街
並
み

　
　
　
　
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

第
１
５
８
回
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
歴
史
紀
行

琴
城
流
大
正
琴
振
興
会
浜
田
支
部

発
足
3０
周
年
記
念

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
発
表
会

第
33
回
瀬
戸
ケ
島
ア
ニ
メ
祭
り

２
０
１
５
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

浴
衣
ｄ
ｅ
花
火

夜
空
に
広
が
る
花
火
を
見
な
が
ら

楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う

今
福
ふ
れ
あ
い
カ
ッ
プ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

０
歳
か
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト

「
こ
ど
も
の
が
た
り

コ
ン
サ
ー
ト
」
㏌
浜
田
公
演
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小
・
中
学
生
で
競
う
囲
碁
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
毎
年
、
市
内
外
か
ら

参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
腕
試
し
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
８
月
23
日
㈰

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

開
会
式　
午
前
10
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

料　
１
、
０
０
０
円

※　

弁
当
代
を
含
み
ま
す
。

※　

参
加
の
み
は
、
５
０
０
円
に
な

り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
７
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
本
庁
生
涯
学
習
課

に
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
�
９
７
２
０
・
▢ＦＡＸ
�
５
０
９

０)

対
象　
高
校
生
以
上

日　
８
月
30
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
８
時
～

開
会
式　
午
前
８
時
30
分
～

場　
石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

定　
先
着
60
チ
ー
ム

※　

登
録
は
１
チ
ー
ム
６
人
以
内
で
、

男
女
混
成
又
は
女
性
の
み
で
構
成

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

試
合
は
１
チ
ー
ム
４
人
制
で
、

コ
ー
ト
内
で
同
時
に
プ
レ
ー
で
き

る
男
性
は
２
人
ま
で
で
す
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

料　
１
チ
ー
ム
４
、
０
０
０
円

※　

傷
害
保
険
な
ど
は
、
各
チ
ー
ム

で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
７
月
31
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

※　

締
切
日
を
過
ぎ
て
の
キ
ャ
ン
セ

ル
に
つ
い
て
は
、
参
加
料
の
返
還

は
行
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
現
金
書
留

に
よ
る
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

※　

申
込
書
は
、
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.kkisp.jp/

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
０
０
０
３　

国
分
町
１
６
４
４
‐
１
（
☎
�
２

２
３
１
）】

　

７
月
・
８
月
の
日
曜
日
は
、
全
て

開
館
し
ま
す
。
日
曜
日
の
フ
リ
ー
タ

イ
ム
利
用
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

プ
ー
ル

対
象　
４
歳
以
上

※　

小
学
校
３
年
生
以
下
の
利
用
は
、

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※　

利
用
は
２
時
間
以
内
で
す
。

料　
大
人　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

中
・
高
・
大
学
生　

４
０
０
円

小
学
生
以
下　
　
　

３
０
０
円

※　

受
講
生
は
１
０
０
円
割
引
し
ま

す
。

※　

ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

対
象　
16
歳
以
上

利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

利
用
は
２
時
間
以
内
で
す
。

料　
大
人　
　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　

高
・
大
学
生　
　
　

３
０
０
円

※　

受
講
生
は
１
０
０
円
割
引
し
ま

す
。

※　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

ペ
ン
ギ
ン
水
中
お
食
事
タ
イ
ム

　

夏
休
み
恒
例
の
水
中
お
食
事
タ
イ

ム
を
実
施
し
ま
す
。
お
食
事
タ
イ
ム

終
了
後
に
は
ダ
イ
バ
ー
と
の
記
念
写

真
も
撮
れ
ま
す
。

日　
７
月
18
日
㈯
～
８
月
31
日
㈪

午
後
０
時
30
分
～

場　
ペ
ン
ギ
ン
館
１
階

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

　

飼
育
ス
タ
ッ
フ
が
隊
長
と
な
り
、

ア
ク
ア
ス
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
案
内

し
ま
す
。
ど
こ
に
行
く
か
は
当
日
の

お
楽
し
み
。

対
象　
小
学
生
・
中
学
生

日　
７
月
18
日
㈯
～
８
月
30
日
㈰

（
８
月
13
日
㈭
か
ら
16
日
㈰
の
お

盆
期
間
は
除
く
）

①
午
前
11
時
～

②
午
後
１
時
～

定　
各
回
15
人

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
参
加
当
日
に
１
階
総
合

案
内
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ア
ク
ア
ス
ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

涼
し
く
ゆ
れ
る
ア
ー
ト
な

か
ざ
ぐ
る
ま
を
つ
く
ろ
う

　

紙
コ
ッ
プ
で
ア
ー
ト
な
風
車
を

作
っ
て
み
よ
う
。

対
象　
当
日
ア
ク
ア
ス
に
入
館
し
て

い
る
未
就
学
児
と
保
護
者

日　
７
月
13
日
㈪

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場　
３
階
展
望
デ
ッ
キ

定　
先
着
30
人

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
参
加
当
日
に
１
階
総
合

案
内
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

お
助
け
自
由
研
究
！
～
水
槽
を
作
っ

て
生
き
物
を
観
察
し
よ
う
～

　

ア
ク
ア
ス
が
夏
休
み
の
自
由
研
究

を
お
手
伝
い
！
水
槽
の
仕
組
み
か
ら

水
槽
の
作
り
方
・
生
物
の
飼
い
方
を

教
え
ま
す
。
作
っ
た
水
槽
は
持
ち
帰

り
、
身
近
な
生
き
物
を
飼
っ
て
観
察

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

夜
は
、
ア
ク
ア
ス
に
宿
泊
し
て
館

内
を
探
険
し
ま
す
。

対
象　
小
学
校
３
～
６
年
生
と
そ
の

保
護
者

日　
７
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

19
日
㈰
正
午

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
15
組
（
30
人
）

料　
１
組
３
、
５
０
０
円

（
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
は
、

１
組
１
、
４
５
０
円
）

申
込
締
切
日　
７
月
３
日
㈮

※　

水
槽
の
前
で
寝
ま
す
の
で
、
寝

袋
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
の
生
き
物
を
観
察
し
よ
う

　

夜
で
も
生
き
物
は
い
る
の
か
な
？

観
察
し
て
み
よ
う
。

日　
７
月
24
日
㈮

午
後
７
時
～
９
時

浜
田
市
教
育
長
杯

子
ど
も
囲
碁
大
会

石
見
海
浜
公
園

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ラ
・
ぺ
ア
ー
レ
浜
田

夏
の
特
別
開
館

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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場　
唐
鐘
漁
港

定　
20
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
10
日
㈮

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
学
習
交
流
係
【
〒
６
９
７

‐
０
０
０
４　

久
代
町
１
１
１
７

‐
２
（
☎
�
３
９
０
０
）】　

７
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

12
日
㈰　

周
布
青
少
年
保
存
会

19
日
㈰　

西
村
神
楽
社
中

20
日
㈷　

佐
野
神
楽
社
中

26
日
㈰　

岡
崎
神
楽
社
中

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

企
画
展
「
澄
川
喜
一　
シ
ン
プ
ル
・

イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」

　

島
根
県
吉
賀
町
に
生
ま
れ
、
山
口

県
岩
国
市
で
青
春
時
代
を
送
っ
た
彫

刻
家
・
澄
川
喜
一
。
木
の
声
に
耳
を

傾
け
る
よ
う
に
創
り
出
さ
れ
る
「
そ

り
の
あ
る
か
た
ち
」
シ
リ
ー
ズ
を
は

じ
め
、
初
期
か
ら
近
作
ま
で
創
作
世

界
の
全
貌
を
紹
介
し
ま
す
。

日　
７
月
11
日
㈯
～
８
月
31
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

※　

展
示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時

ま
で
で
す
。

場　
石
見
美
術
館
Ｄ
・
Ｃ

料　
一
般
１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

大
学
生　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

小
中
高
生
３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　

（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

企
画
展
「
澄
川
喜
一
」

関
連
イ
ベ
ン
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
木
で
つ
く
る
小

さ
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」

　

木
材
を
削
っ
た
り
つ
な
げ
た
り
し

て
、
自
分
だ
け
の
小
さ
な
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
作
り
ま
す
。室
内
の
飾
り
や
、

夏
休
み
の
宿
題
に
最
適
で
す
。

日　
８
月
１
日
㈯　

午
後
２
時
～
４
時

場　
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
師　
澄
川
喜
一
さ
ん
（
彫
刻
家
）

定　
先
着
30
人
（
要
事
前
申
込
）

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申　
グ
ラ
ン
ト
ワ

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

し
ま
ね
子
ど
も
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
５

　

島
根
が
誇
る
伝
統
芸
能
「
神
楽
」。

そ
の
伝
統
を
守
り
受
け
継
ぐ
子
ど
も

た
ち
が
一
堂
に
会
し
、
県
内
各
地
に

伝
わ
る
神
楽
を
紹
介
し
ま
す
。
隠
岐
・

出
雲
・
石
見
か
ら
８
団
体
が
出
演
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
予
定
で
す
。

日　
８
月
９
日
㈰

開
場　
午
前
９
時
30
分

開
演　
午
前
10
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
自
由

一
般　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

友
の
会
会
員　
　
　
　

８
０
０
円

中
学
生
以
下　
　
　
　

５
０
０
円 

※　

演
目
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

し
ま
ね
子
ど
も
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
５
関
連
イ
ベ
ン
ト

講
演
会

日　
８
月
８
日
㈯

開
演　
午
後
２
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
講
義
室

講
師　
藤
原
宏
夫
さ
ん
（
古
代
出
雲

歴
史
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

料　
無
料

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
ロ
ー
ン
の
返
済
・
悪
質
商
法
・

会
社
の
登
記
・
裁
判
・
調
停
・
成
年

後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど
、

様
々
な
法
律
相
談
を
無
料
で
行
い
ま

す
。

益
田
会
場

日　
７
月
16
日
㈭

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館
（
益
田
市
須
子
町
）

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

　

害
虫
駆
除
実
施
の
た
め
、
全
館
を

臨
時
休
館
し
ま
す
。

日　
７
月
27
日
㈪
（
終
日
）

※　

当
日
は
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
及
び

電
話
に
よ
る
予
約
受
付
も
行
い
ま

せ
ん
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

土
地
の
表
題
・
分
筆
・
合
筆
・
地

目
変
更
・
地
積
更
正
の
登
記
、
境
界

の
問
題
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築
に

伴
う
表
示
に
関
す
る
登
記
な
ど
の
相

談
を
無
料
で
受
け
ま
す
。

日　
７
月
31
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

場　
浜
田
公
民
館

問　
島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
３
５
２
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

石
央
文
化
ホ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

土
地
家
屋
調
査
士
の
日

無
料
家
屋
相
談
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19，879 19，761 22，021 41，782
金 城 1，922 2，158 2，325 4，483

旭 1，417 1，454 1，542 2，996
弥 栄 691 650 729 1，379
三 隅 2，917 2，994 3，355 6，349
合 計 26，826 27，017 29，972 56，989

人　口（５月末現在）

（単位：人）

　島根県立大学留学生等を囲む会は、島根県立大学が開学した平成12年に結成し
ました。１期生として入学した留学生が、故郷から遠く離れ、先輩や知り合いも
いない異国での生活に不安を感じることなく、孤立せずに浜田での生活を楽しん
でもらいたいという思いから、浜田市内の外国語学習サークルや日本語ボラン
ティアをしている会が集まり活動を始めました。
　毎年、新しく入学した留学生を歓迎する「新留学生歓迎会」や、畳ヶ浦から石
見海浜公園までウォーキングしバーベキューを楽しむ「石見の海に親しむ集い」
を開催し、留学生と地域の人との交流の場を設けています。また、留学生の皆さ
んには、サークルの語学講師を引き受けてもらうなど、お互い助け合いながら交
流を深めています。
　会長の永岡由紀夫さんは、「留学生と接することで自分たちもいろいろと学ぶ
ことができます。卒業した留学生が社会人として活躍している話を聞くと、自分
のことのようにうれしく感じます。今後も大学や国際交流協会などと協力して留
学生との交流を続けていきたいと思います」と話していました。

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

編集・発行　浜田市市長公室
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

島根県立大学留学生等を囲む会（浜田）


